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松

豊
か
で
魅
力
あ
る

　
　元
気
な
安
中
市
へ

　成
人
年
齢
引
下
げ
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
成
人
式

の
名
称
が
「
安
中
市
二
十
歳
の
集
い
」
に
変
更
に
な

り
ま
す
。
思
い
出
に
残
る
式
典
を
自
分
た
ち
の
手
で

創
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
人
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

内
容
▼

企
画
運
営
、
当
日
の
司
会
、
二
十
歳
の
意
見
発
表
な

ど
、
当
日
の
ほ
か
数
回
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
会
議
へ

の
参
加（
第
1
回
目
は
8
月
中
旬
開
催
を
予
定
）

対
象
･
定
員
▼

平
成
14
年
4
月
2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
市
内
在
住
者
ま
た
は
本
市
出
身
者
か
ら
10
人
程
度

※
令
和
4
年（
2
0
2
2
年
）4
月
1
日
か
ら
成
人
年

齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

市
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
を
対
象
年
齢
と
し
ま

す申
込
期
限
▼
7
月
8
日（
金
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

そ
の
他
▼

○
昨
年
度
の
成
人
式
の
様
子
が
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

開
催
内
容
が
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
十
歳
の
集
い
：
令
和
5
年
1
月
8
日（
日
）

①
午
前
の
部（
対
象
学
校
区
：
安
中
小
学
校
、
碓
東
小
学
校
、

　秋
間
小
学
校
、
東
横
野
小
学
校
、
松
井
田
北
中
学
校
）

　受
付
：
午
前
9
時
〜

　式
典
：
午
前
9
時
40
分
〜

②
午
後
の
部（
対
象
学
校
区
：
原
市
小
学
校
、
磯
部
小
学
校
、

　後
閑
小
学
校
、
松
井
田
東
中
学
校
、
松
井
田
南
中
学
校
）

　受
付
：
午
後
1
時
〜

　式
典
：
午
後
1
時
40
分
〜

令
和
5
年
「
二
十
歳
の
集
い
」

　
　
　
　
　開
催
ス
タ
ッ
フ
募
集

あ
ん
な
か
し

は
　た
　ち

つ
ど

▲令和4年成人式新成人スタッフ



　4月25日（月）に、初当選
を果たした岩井市長が初登
庁し、多くの市民の皆さん
や市職員から、盛大な拍手
で迎えられました。
　岩井市長は、「市民から
の負託を受け、身の引き締
まる思いです。安中市がさ
らに発展し、魅力のある市
になるよう取り組んでいき
ます。」と述べました。

市長就任日から、安中市を前進させる
ためさまざまな課題に向けて動き始め
ています。

23 2022年6月1日号安中市役所　☎027－382－1111

スピードと決断。

3年ぶり開催

安政遠足侍マラソン
に特別ゲストランナーとして参加しました

国や県との豊富な
　　　ネットワークを活かす

　安中市の皆様の温かいご支援とご協力を賜り、県議会議員
として6期23年間、群馬県と安中市の発展と活性化に全力を
尽くしてまいりました。私は、「政治は弱い立場の人のため
にある」という信念のもと、答えは現場にあるとの現場主義
を貫いて、お一人お一人の切実な声を県政や市政に反映してまいりました。今後もその信念を守り、市民の皆様
のお声やお知恵をお借りし、スピードと決断を重視して、市政に全力で取り組んでまいります。そして、これま
でに培った国や県との豊富なネットワークを有する強みを最大限に活用いたします。
　私が目指す市の姿は、「豊かで魅力ある元気な安中市」、「住んで良かった、市民であることを誇りに思える
安中市」、「10年後、20年後に群馬の中で光り輝いている安中市」です。
　その実現のために、市民の皆様の生活力や幸福度のレベルアップに全力で取り組みます。そして、安中市が各
分野において市内外から「選ばれるまち」となるよう、安中市の先頭に立って、安中市を大きく「前進」させる
ため全身全霊を尽くします。
　皆様のご指導ご鞭撻を賜りますよう、心からお願い申し上げます。

豊
か
で
魅
力
あ
る

元
気
な安

中
市
へ

市長就任式で職員に訓示

市政運営について打ち合せ

前へ
進む

安中市長

人　安心　文化・スポーツ

　　自然　経済　改革　未来

　　　から選ばれるまちへ
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お
世
話
に
な
り
ま
す
　
　
　

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
令
和
4
年
度
）

各地区代表区長の皆さん（敬称略　5月1日現在）

東横野地区
櫻井　勝区長

磯部地区
松本　元雄区長

原市地区
森　明男区長

安中地区
堀越　敏男区長

後閑地区
神宮　貞夫区長

秋間地区
田村　秀雄区長

板鼻地区
平尾　和男区長

岩野谷地区
大塚  美喜雄区長

西横野地区
中山　良介区長

坂本地区
佐藤　金光区長

臼井地区
櫻井　茂夫区長

松井田地区
和田　元男区長

細野地区
萩原　豊彦区長

九十九地区
小林　芳男区長

　
市
内
に
は
１
０
１
の
行
政
区
が
あ
り
ま

す
。

　
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
元
の
自
治
会

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
市
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
主
に
次
の

仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
毎
月
２
回
の
全
戸
配
布
印
刷
物（
「
広

報
あ
ん
な
か
」
な
ど
）の
配
布
や
回
覧

○
住
民
セ
ン
タ
ー
新
築
・
改
修
の
補
助
申

請
に
関
す
る
こ
と

○
土
木
事
業（
道
路
・
水
路
な
ど
の
整
備

工
事
の
連
絡
調
整
な
ど
）に
関
す
る
こ

と
○
環
境
衛
生（
環
境
整
備
、
ご
み
の
不
法

投
棄
の
通
報
な
ど
）に
関
す
る
こ
と

○
交
通
安
全（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
犯（
防
犯
灯
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
災（
防
災
事
業
の
参
加
、
災
害
発
生

時
の
協
力
や
被
害
状
況
の
報
告
な
ど
）

に
関
す
る
こ
と

○
社
会
福
祉
事
業（
赤
い
羽
根
、
歳
末
助

け
合
い
な
ど
の
共
同
募
金
活
動
へ
の
協

力
な
ど
）に
関
す
る
こ
と
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萩
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松
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口
　
明
　
和

金
　
田
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田
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夫
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護
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　塚
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白
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正
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司
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順
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線
１
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４
５
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区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
元
の
自
治
会

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
市
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
主
に
次
の

仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
毎
月
２
回
の
全
戸
配
布
印
刷
物（
「
広

報
あ
ん
な
か
」
な
ど
）の
配
布
や
回
覧

○
住
民
セ
ン
タ
ー
新
築
・
改
修
の
補
助
申

請
に
関
す
る
こ
と

○
土
木
事
業（
道
路
・
水
路
な
ど
の
整
備

工
事
の
連
絡
調
整
な
ど
）に
関
す
る
こ

と
○
環
境
衛
生（
環
境
整
備
、
ご
み
の
不
法

投
棄
の
通
報
な
ど
）に
関
す
る
こ
と

○
交
通
安
全（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
犯（
防
犯
灯
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
災（
防
災
事
業
の
参
加
、
災
害
発
生

時
の
協
力
や
被
害
状
況
の
報
告
な
ど
）

に
関
す
る
こ
と

○
社
会
福
祉
事
業（
赤
い
羽
根
、
歳
末
助

け
合
い
な
ど
の
共
同
募
金
活
動
へ
の
協

力
な
ど
）に
関
す
る
こ
と
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安
中
市
の
財
政

　令
和
3
年
度
下
半
期
予
算
執
行
状
況

財
政
課
財
務
係
（
☎
内
線
１
０
５
３
）

本

安
中
市
の
財
政
事
情
の
公
表

　「
安
中
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
も
と

づ
き
、
令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
の

本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

特別会計
国民健康保険
予算額：63億9,832万円
収入計：59億5,480万円
支出計：57億3,713万円

後期高齢者医療
予算額：8億5,331万円
収入計：7億7,570万円
支出計：7億7,198万円

介護保険
予算額：71億7,486万円
収入計：61億6,618万円
支出計：60億1,775万円

予算額／282億4,460万円
収入済額／259億1,848万円
収入率／91.8％
①予算額　②収入済額（収入率②／①）

予算額／282億4,460万円
支出済額／232億487万円
執行率／82.2％
①予算額　②支出済額（執行率②／①）

民生費

総務費

公債費

衛生費

土木費

教育費

その他

市税

国庫支出金

地方交付税

県支出金

市債

繰入金

その他

①96億8,665万円
②100億9,551万円（104.2%）

①55億6,287万円
②49億3,335万円（88.7%）

①36億2,743万円
②37億1,562万円（102.4%）

①23億7,082万円
②13億6,714万円（57.7%）

①19億4,260万円
②12億5,570万円（64.6%）

①12億5,864万円
②1億6,661万円（13.2%）

①37億9,559万円
②43億8,455万円（115.5%）

財政用語の解説

市有財産の状況
建　物

278,729㎡

基　金

114億4,295万円

山　林

9,049,780㎡

山林以外

2,540,345㎡

証券等

3億4,511万円

車　両

289台

土　地

市税の状況 歳　入 歳　出

市債の状況
借入先別現在高 目的別現在高

借入先別現在高 目的別現在高

市民税
47億7,724万円

固定資産税
45億1,616万円

市たばこ税
3億7,661万円

都市計画税
2億1,105万円

軽自動車税
2億876万円

地方公共団体金融機構
45億6,957万円
（22.7％）

その他
3億1,095万円
（1.5％）
市中銀行等

51億3,862万円
（25.5％）

入湯税
569万円

郵政管理・支援機構
3億7,406万円
（1.8％）

財務省
97億7,649万円
（48.5％）

臨時財政対策債
122億9,463万円
（61％）

衛生債
14億6,230万円
（7.2％）
土木債

14億6,995万円
（7.3％）

教育債
27億6,072万円
（13.7％）

その他
21億8,209万円
（10.8％）

201億6,969万円201億6,969万円

100億9,551万円

new
s

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

①113億3,234万円
②87億5,843万円（77.3%）

①32億2,811万円
②26億5,158万円（82.1%）

①28億9,830万円
②28億6,080万円（98.7%）

①28億3,209万円
②24億1,926万円（85.4%）

①27億2,791万円
②22億4,004万円（82.1%）

①26億1,688万円
②20億4,654万円（78.2%）

①26億897万円
②22億2,822万円（85.4%）

歳入について
市　　　税 … 市民税・固定資産税・軽自動車税など
地方交付税 … 地方財源の差を調整するため、国から交付されるもの
国庫支出金 … 国が行うべき事業を市へ委託する場合や、市が行う事業に対して国が補

助する場合に交付されるもの
県 支 出 金 … 県が行うべき事業を市へ委託する場合や、市が行う事業に対して県が補

助する場合に交付されるもの
繰　入　金 … 基金の取崩しなどにより繰り入れるもの
市　　　債 … 建設事業などの財源にするための長期借入金
そ　の　他 … 各種交付金、繰越金、諸収入など
歳出について
総　務　費 … 庁舎や財産の維持管理、税金の徴収、戸籍管理、選挙、統計などの経費
民　生　費 … 障がい者や高齢者の福祉サービス、子育て支援、生活保護などの経費
衛　生　費 … 疾病予防、環境保全、ごみ処理などの経費
土　木　費 … 道路、公園、住宅の整備などの経費
教　育　費 … 学校教育、生涯教育、文化・スポーツ振興などの経費
公　債　費 … 市債の元金、利子などを支払うための経費
そ　の　他 … 議会費、農林水産業費、商工費、消防費など
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収入計：61億6,618万円
支出計：60億1,775万円

予算額／282億4,460万円
収入済額／259億1,848万円
収入率／91.8％
①予算額　②収入済額（収入率②／①）

予算額／282億4,460万円
支出済額／232億487万円
執行率／82.2％
①予算額　②支出済額（執行率②／①）

民生費

総務費

公債費

衛生費

土木費

教育費

その他

市税

国庫支出金

地方交付税
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①28億9,830万円
②28億6,080万円（98.7%）

①28億3,209万円
②24億1,926万円（85.4%）

①27億2,791万円
②22億4,004万円（82.1%）

①26億1,688万円
②20億4,654万円（78.2%）

①26億897万円
②22億2,822万円（85.4%）

歳入について
市　　　税 … 市民税・固定資産税・軽自動車税など
地方交付税 … 地方財源の差を調整するため、国から交付されるもの
国庫支出金 … 国が行うべき事業を市へ委託する場合や、市が行う事業に対して国が補

助する場合に交付されるもの
県 支 出 金 … 県が行うべき事業を市へ委託する場合や、市が行う事業に対して県が補

助する場合に交付されるもの
繰　入　金 … 基金の取崩しなどにより繰り入れるもの
市　　　債 … 建設事業などの財源にするための長期借入金
そ　の　他 … 各種交付金、繰越金、諸収入など
歳出について
総　務　費 … 庁舎や財産の維持管理、税金の徴収、戸籍管理、選挙、統計などの経費
民　生　費 … 障がい者や高齢者の福祉サービス、子育て支援、生活保護などの経費
衛　生　費 … 疾病予防、環境保全、ごみ処理などの経費
土　木　費 … 道路、公園、住宅の整備などの経費
教　育　費 … 学校教育、生涯教育、文化・スポーツ振興などの経費
公　債　費 … 市債の元金、利子などを支払うための経費
そ　の　他 … 議会費、農林水産業費、商工費、消防費など
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実
施
期
間
▼
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

内
容
▼

風
し
ん
抗
体
検
査（
Ｈ
Ｉ
法
）（
血
液
検
査
）

※
検
査
費
用
は
無
料

対
象
者
▼
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人

（
前
橋
市
お
よ
び
高
崎
市
は
除
く
）

（
１
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

（
２
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

（
３
）風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居

者　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除
き
ま

す
。

○
過
去
に
風
し
ん
に
係
る
抗
体
検
査
を
受
け

た
結
果
、
十
分
な
量
の
風
し
ん
の
抗
体
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
当
該
予
防
接
種
を
行
う

必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人

○
昭
和
37
年（
１
９
６
２
年
）４
月
２
日
か
ら

昭
和
54
年（
１
９
７
９
年
）４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
性（
市
町
村
が
実
施
す
る
「
緊

急
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
」
で
の
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
）

申
請
・
受
診
券
▼

○
検
査
希
望
者
は
、
県
保
健
福
祉
事
務
所

（
県
内
10
か
所
）で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
検
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
な
ど
の

同
居
者
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
一
緒

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

○
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者

は
、
妊
婦
の
母
子
健
康
手
帳

○
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）と
委

任
状

そ
の
他
▼

　
協
力
医
療
機
関
で
の
み
検
査
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
検
査
に
行
く
前
に
、
協
力
医
療
機
関

に
連
絡
を
し
て
、
予
約
の
必
要
性
の
有
無
、

検
査
日
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
安
中
保
健
福
祉

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
▼

安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
３
８
１

－

０
３
４
５
）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

実
施
期
間
▼
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

ワ
ク
チ
ン
と
助
成
金
額
▼

（
１
）麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
　
５
，
０
０
０
円

（
２
）風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
　

３
，
０
０
０
円

※
接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い

対
象
者
▼

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
県
が
定
め
た

対
象
者
の
う
ち
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
と

診
断
さ
れ
た
人

接
種
場
所
▼

市
内
指
定
医
療
機
関（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
請
・
予
診
票
配
布
方
法
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
の
窓
口
で
申
請
が
必
要
で

す
。

助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
後
、
予
診

票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

抗
体
検
査
の
結
果
が
記
入
さ
れ
た
も
の

そ
の
他
▼

※
妊
娠
中
の
女
性
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
女
性
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

※
接
種
後
、
２
か
月
は
妊
娠
を
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す

申
請
・
問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

89

「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
無
料
で
検
査（
県
事
業
）

　
県
は
、
風
し
ん
の
感
染
予
防
や
ま
ん
延
防
止
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
の
予
防
を

図
る
た
め
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
必
要
性
を
判
定
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
県
内
の

協
力
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
予
防
接
種
」
の
費
用
の
一
部
を
助
成（
市
事
業
）

　
市
は
、
県
が
実
施
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
伴
い
、
検
査
後
、
風
し
ん
の
抗
体

価
が
低
い
と
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
風
し
ん
と
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
熱
や
発
疹
、
リ
ン

パ
節
の
腫
れ
な
ど
が
生
じ
る
病
気
で
す
。
風
し
ん
に
か
か
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
軽
症

の
う
ち
に
治
り
ま
す
が
、
妊
娠
中
の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に

障
害（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
に
、
風
し
ん
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

health
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住
宅
・
連
絡
に
つ
い
て

■

高
齢
者
住
宅
改
造
補
修
費
助
成

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

・
新
築
お
よ
び
増
築
の
場
合
は
対
象
外

・
要
介
護
度
、
世
帯
構
成
、
生
計
中
心
者
の

所
得
税
額
に
よ
る
制
限
あ
り

・
助
成
は
対
象
工
事
費
の
６
分
の
５（
助
成

は
20
万
円
を
限
度
）

■

見
守
り
支
援（
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与
）

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
ひ
と
り
暮
ら
し
な

ど
の
高
齢
者
で
、
身
体
状
況
な
ど
の
理
由
で

緊
急
時
の
対
応
に
不
安
が
あ
る
人

・
固
定
電
話
の
回
線

を
使
用
し
て
装
置
を

設
置（
固
定
電
話
の

回
線
が
必
要
）

・
家
族
な
ど
の
協
力

者
を
緊
急
連
絡
先
と

し
て
登
録

用
具
・
備
品
に
つ
い
て

■

日
常
生
活
用
具
給
付
等

対
象
▼
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
在
宅
高
齢

者（
介
護
保
険
の
給
付
が
可
能
な
人
は
除
く
）

・
車
椅
子
や
ベ
ッ
ド
を
貸
出（
ベ
ッ
ド
の
運

搬
は
有
料
）

■

日
常
生
活
用
具
給
付
等（
防
火
用
具
）

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
防
火

な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

・
電
磁
調
理
器
ま
た
は
自
動
消
火
器
を
給
付

・
生
計
中
心
者
の
所
得
税
額
に
応
じ
た
費
用

負
担
あ
り

■

高
齢
者
お
む
つ
サ
ー
ビ
ス

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
寝
た

き
り
ま
た
は
認
知
症
で
常
時
失
禁
状
態
に
あ

る
人

・
対
象
者
の
所
得
税
額
に
よ
り
、
給
付
限
度

が
異
な
り
ま
す

・
入
院
や
短
期
入
所
な
ど
で
在
宅
を
離
れ
る

場
合
、
休
止
ま
た
は
廃
止

移
動
に
つ
い
て

■

福
祉
車
両
の
貸
出

対
象
▼
車
椅
子
を
使
用
す
る
要
援
護
高
齢
者

や
身
体
障
害
者

・
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
て
車
両
を
返
却

■

タ
ク
シ
ー
料
金
補
助

対
象
▼
タ
ク
シ
ー
以
外
の
交
通
機
関
の
利
用

が
困
難
な
高
齢
者

・
申
請
窓
口

安
中
地
域
：
□本 

高
齢
者
支
援
課

松
井
田
地
域
：
□松 

住
民
福
祉
課

食
事
に
つ
い
て

■

配
食
支
援
事
業（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
の
う
ち
、

単
身
で
生
活
す
る

人
、
高
齢
者
の
み
で

生
活
す
る
人
、
日
中

独
居
と
な
る
人
で
食

事
の
用
意
が
困
難
な

人・
昼
食
を
週
５
回
以

内
で
利
用
可（
利
用

者
負
担
あ
り
）

美
容
・
健
康
に
つ
い
て

■

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成

対
象
▼
70
歳
以
上
の
人

・
市
と
契
約
し
て
い
る
施
術
所
で
「
は
り
」、

「
き
ゅ
う
」
、
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
の
施
術
を

受
け
る
場
合
に
助
成

・
申
請
に
よ
り
割
引
券
を
交
付（
当
該
年
度

中
に
４
枚
ま
で
を
限
度
）

・
対
象
者
の
所
得
税
額
に
よ
っ
て
交
付
制
限

あ
り

■

在
宅
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
要
介

護
４
ま
た
は
５
の
人
、
あ
る
い
は
要
介
護
認

定（
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
除

く
）を
受
け
て
い
る
外
出
困
難
で
、
家
族
が

高
齢
な
ど
の
理
由
で
支
援
を
得
ら
れ
な
い
人

・
理
容
組
合
、
美
容
組
合
の
協
力
店
が
対
象

者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
カ
ッ
ト（
散
髪
）

・
利
用
券
を
交
付（
当
該
年
度
中
に
３
枚
ま

で
を
限
度
）

申
請
窓
口
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
１
１
８
１
・
１
１
８
２
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
・
２
１
５
２
）

日
常
生
活
用
具
給
付
等
、
福
祉
車
両
の
貸
出

に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会

（
本
所
☎
３
８
２

－

８
３
９
７
）

（
松
井
田
支
所
☎
３
９
３

－

３
９
４
８
）

高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係
（
☎
内
線
２
１
５
１
・
２
１
５
２
）

松
高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係
（
☎
内
線
１
１
８
１
・
１
１
８
２
）

本

new
s
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実
施
期
間
▼
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

内
容
▼

風
し
ん
抗
体
検
査（
Ｈ
Ｉ
法
）（
血
液
検
査
）

※
検
査
費
用
は
無
料

対
象
者
▼
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人

（
前
橋
市
お
よ
び
高
崎
市
は
除
く
）

（
１
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

（
２
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

（
３
）風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居

者　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除
き
ま

す
。

○
過
去
に
風
し
ん
に
係
る
抗
体
検
査
を
受
け

た
結
果
、
十
分
な
量
の
風
し
ん
の
抗
体
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
当
該
予
防
接
種
を
行
う

必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人

○
昭
和
37
年（
１
９
６
２
年
）４
月
２
日
か
ら

昭
和
54
年（
１
９
７
９
年
）４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
性（
市
町
村
が
実
施
す
る
「
緊

急
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
」
で
の
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
）

申
請
・
受
診
券
▼

○
検
査
希
望
者
は
、
県
保
健
福
祉
事
務
所

（
県
内
10
か
所
）で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
検
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
な
ど
の

同
居
者
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
一
緒

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

○
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者

は
、
妊
婦
の
母
子
健
康
手
帳

○
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）と
委

任
状

そ
の
他
▼

　
協
力
医
療
機
関
で
の
み
検
査
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
検
査
に
行
く
前
に
、
協
力
医
療
機
関

に
連
絡
を
し
て
、
予
約
の
必
要
性
の
有
無
、

検
査
日
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
安
中
保
健
福
祉

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
▼

安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
３
８
１

－

０
３
４
５
）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

実
施
期
間
▼
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

ワ
ク
チ
ン
と
助
成
金
額
▼

（
１
）麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
　
５
，
０
０
０
円

（
２
）風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
　

３
，
０
０
０
円

※
接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い

対
象
者
▼

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
県
が
定
め
た

対
象
者
の
う
ち
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
と

診
断
さ
れ
た
人

接
種
場
所
▼

市
内
指
定
医
療
機
関（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
請
・
予
診
票
配
布
方
法
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
の
窓
口
で
申
請
が
必
要
で

す
。

助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
後
、
予
診

票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

抗
体
検
査
の
結
果
が
記
入
さ
れ
た
も
の

そ
の
他
▼

※
妊
娠
中
の
女
性
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
女
性
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

※
接
種
後
、
２
か
月
は
妊
娠
を
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す

申
請
・
問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

89

「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
無
料
で
検
査（
県
事
業
）

　
県
は
、
風
し
ん
の
感
染
予
防
や
ま
ん
延
防
止
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
の
予
防
を

図
る
た
め
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
必
要
性
を
判
定
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
県
内
の

協
力
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
予
防
接
種
」
の
費
用
の
一
部
を
助
成（
市
事
業
）

　
市
は
、
県
が
実
施
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
伴
い
、
検
査
後
、
風
し
ん
の
抗
体

価
が
低
い
と
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
風
し
ん
と
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
熱
や
発
疹
、
リ
ン

パ
節
の
腫
れ
な
ど
が
生
じ
る
病
気
で
す
。
風
し
ん
に
か
か
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
軽
症

の
う
ち
に
治
り
ま
す
が
、
妊
娠
中
の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に

障
害（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
に
、
風
し
ん
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本
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住
宅
・
連
絡
に
つ
い
て

■

高
齢
者
住
宅
改
造
補
修
費
助
成

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

・
新
築
お
よ
び
増
築
の
場
合
は
対
象
外

・
要
介
護
度
、
世
帯
構
成
、
生
計
中
心
者
の

所
得
税
額
に
よ
る
制
限
あ
り

・
助
成
は
対
象
工
事
費
の
６
分
の
５（
助
成

は
20
万
円
を
限
度
）

■

見
守
り
支
援（
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与
）

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
ひ
と
り
暮
ら
し
な

ど
の
高
齢
者
で
、
身
体
状
況
な
ど
の
理
由
で

緊
急
時
の
対
応
に
不
安
が
あ
る
人

・
固
定
電
話
の
回
線

を
使
用
し
て
装
置
を

設
置（
固
定
電
話
の

回
線
が
必
要
）

・
家
族
な
ど
の
協
力

者
を
緊
急
連
絡
先
と

し
て
登
録

用
具
・
備
品
に
つ
い
て

■

日
常
生
活
用
具
給
付
等

対
象
▼
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
在
宅
高
齢

者（
介
護
保
険
の
給
付
が
可
能
な
人
は
除
く
）

・
車
椅
子
や
ベ
ッ
ド
を
貸
出（
ベ
ッ
ド
の
運

搬
は
有
料
）

■

日
常
生
活
用
具
給
付
等（
防
火
用
具
）

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
防
火

な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

・
電
磁
調
理
器
ま
た
は
自
動
消
火
器
を
給
付

・
生
計
中
心
者
の
所
得
税
額
に
応
じ
た
費
用

負
担
あ
り

■

高
齢
者
お
む
つ
サ
ー
ビ
ス

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
寝
た

き
り
ま
た
は
認
知
症
で
常
時
失
禁
状
態
に
あ

る
人

・
対
象
者
の
所
得
税
額
に
よ
り
、
給
付
限
度

が
異
な
り
ま
す

・
入
院
や
短
期
入
所
な
ど
で
在
宅
を
離
れ
る

場
合
、
休
止
ま
た
は
廃
止

移
動
に
つ
い
て

■

福
祉
車
両
の
貸
出

対
象
▼
車
椅
子
を
使
用
す
る
要
援
護
高
齢
者

や
身
体
障
害
者

・
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
て
車
両
を
返
却

■

タ
ク
シ
ー
料
金
補
助

対
象
▼
タ
ク
シ
ー
以
外
の
交
通
機
関
の
利
用

が
困
難
な
高
齢
者

・
申
請
窓
口

安
中
地
域
：
□本 

高
齢
者
支
援
課

松
井
田
地
域
：
□松 

住
民
福
祉
課

食
事
に
つ
い
て

■

配
食
支
援
事
業（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
の
う
ち
、

単
身
で
生
活
す
る

人
、
高
齢
者
の
み
で

生
活
す
る
人
、
日
中

独
居
と
な
る
人
で
食

事
の
用
意
が
困
難
な

人・
昼
食
を
週
５
回
以

内
で
利
用
可（
利
用

者
負
担
あ
り
）

美
容
・
健
康
に
つ
い
て

■

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成

対
象
▼
70
歳
以
上
の
人

・
市
と
契
約
し
て
い
る
施
術
所
で
「
は
り
」、

「
き
ゅ
う
」
、
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
の
施
術
を

受
け
る
場
合
に
助
成

・
申
請
に
よ
り
割
引
券
を
交
付（
当
該
年
度

中
に
４
枚
ま
で
を
限
度
）

・
対
象
者
の
所
得
税
額
に
よ
っ
て
交
付
制
限

あ
り

■

在
宅
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

対
象
▼
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
要
介

護
４
ま
た
は
５
の
人
、
あ
る
い
は
要
介
護
認

定（
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
除

く
）を
受
け
て
い
る
外
出
困
難
で
、
家
族
が

高
齢
な
ど
の
理
由
で
支
援
を
得
ら
れ
な
い
人

・
理
容
組
合
、
美
容
組
合
の
協
力
店
が
対
象

者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
カ
ッ
ト（
散
髪
）

・
利
用
券
を
交
付（
当
該
年
度
中
に
３
枚
ま

で
を
限
度
）

申
請
窓
口
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
１
１
８
１
・
１
１
８
２
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
・
２
１
５
２
）

日
常
生
活
用
具
給
付
等
、
福
祉
車
両
の
貸
出

に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会

（
本
所
☎
３
８
２

－

８
３
９
７
）

（
松
井
田
支
所
☎
３
９
３

－

３
９
４
８
）

高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係
（
☎
内
線
２
１
５
１
・
２
１
５
２
）

松
高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係
（
☎
内
線
１
１
８
１
・
１
１
８
２
）

本

new
s
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4
1

月

日

4
30

月

日

2022年6月1日号

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係
（
☎
内
線
１
８
８
１
）

ク

new
s資

源
ご
み（
古
紙
、
古
着
・
古
布
）の
出
し
方

　
資
源
ご
み（
古
紙
、
古
着
・
古
布
）の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収（
行
政
回
収
）

を
毎
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
み

の
量
を
減
ら
し
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
増
や

す
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

古
紙
に
つ
い
て
▼

　
古
紙
は
、
雨
天
で
も
回
収
し
ま
す
。

　
「
家
庭
用 

資
源
・
ご
み
収
集
日
程

表
」
に
記
載
し
て
い
る
と
お
り
、
種
類

ご
と
に
紙
ひ
も
な
ど
で
束
ね
る
か
、
紙

袋
に
入
れ
、
紙
ひ
も
な
ど
で
結
び
中
身

が
出
な
い
よ
う
に
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
細
断
紙
は
飛
び
散
る

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
袋
に
入
れ
て
も

回
収
さ
れ
ま
せ
ん（
有
価
物
集
団
回
収

（
廃
品
回
収
）に
出
す
か
、
碓
氷
川
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
）

※
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す
と
、
古

紙
と
は
判
断
さ
れ
ず
回
収
は
さ
れ
ま
せ
ん

※
防
水
加
工
さ
れ
た
紙
、
印
画
紙
、
食
品
残
渣
の
つ
い
た
紙

な
ど
は
出
せ
ま
せ
ん（
詳
し
く
は
、
「
家
庭
用
　
資
源
･
ご

み
収
集
日
程
表
」
参
照
）

古
着
・
古
布
に
つ
い
て
▼

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
停
滞
し
て
い

た
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
通
再
開
に
伴
い
、
現
在
は
通
常
通
り
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
古
着
・
古
布
は
濡
れ
る
と
カ
ビ
の
原
因
と
な

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限

り
雨
天
に
出
す
の
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
で
も
出
す
場

合
は
、
透
明
・
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
水
が
入

ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
封
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
燃
え
る
ご
み
指
定
袋
を
使
用
す
る
場
合
は
、
燃
え
る
ご
み

と
区
別
す
る
た
め
、
袋
の
見
や
す
い
場
所
に
「
古
着
」
と
書

い
て
く
だ
さ
い

※
ボ
タ
ン
・
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
は
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
出
し

て
く
だ
さ
い

※
布
団
類
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
汚
れ
が
著
し
い
も
の
な
ど
は
出

せ
ま
せ
ん（
詳
し
く
は
、
「
家
庭
用
　
資
源
･
ご
み
収
集
日

程
表
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
▼

　
月
〜
金
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
〜
11

時
30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
に
種
類
ご
と
に
分
別
し
て

搬
入
し
て
く
だ
さ
い（
処
理
手
数
料
は
無
料
）。

※
資
源
ご
み
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収（
行
政
回
収
）は
、

有
価
物
集
団
回
収（
廃
品
回
収
）を
補
て
ん
す
る
た
め
に
実
施

す
る
も
の
で
、
で
き
る
限
り
地
域
の
団
体
が
実
施
す
る
有
価

物
集
団
回
収
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

古
紙
行
政
回
収
量
・
売
却
代
金
に
つ
い
て
▼

　
現
在
燃
え
る
ご
み
と
し
て
焼
却
し
て
い
る
約
50
％
が
紙

類
・
布
類
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〜
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〜
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※
期
間
中
は
無
休
で
す

※
営
業
時
間
以
降
の
予
約
は
要
相
談

※
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
は
閉
店
の
30
分
前
で
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
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源
ご
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古
紙
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古
着
・
古
布
）の
出
し
方

　
資
源
ご
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古
紙
、
古
着
・
古
布
）の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
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行
政
回
収
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を
毎
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
み

の
量
を
減
ら
し
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
増
や

す
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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紙
に
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▼
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紙
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、
雨
天
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も
回
収
し
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。
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庭
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源
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収
集
日
程

表
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し
て
い
る
と
お
り
、
種
類

ご
と
に
紙
ひ
も
な
ど
で
束
ね
る
か
、
紙

袋
に
入
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紙
ひ
も
な
ど
で
結
び
中
身

が
出
な
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よ
う
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出
し
て
く
だ
さ
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※
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
細
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回
収
さ
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せ
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有
価
物
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回
収
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廃
品
回
収
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出
す
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碓
氷
川
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
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※
ビ
ニ
ー
ル
袋
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入
れ
て
出
す
と
、
古

紙
と
は
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収
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ま
せ
ん

※
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加
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印
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食
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残
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紙

な
ど
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出
せ
ま
せ
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詳
し
く
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、
「
家
庭
用
　
資
源
･
ご

み
収
集
日
程
表
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参
照
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着
・
古
布
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い
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新
型
コ
ロ
ナ
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イ
ル
ス
感
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の
影
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で
停
滞
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て
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リ
サ
イ
ク
ル
の
流
通
再
開
に
伴
い
、
現
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通
常
通
り
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
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着
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は
濡
れ
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カ
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の
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と
な

り
、
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サ
イ
ク
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が
で
き
な
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な
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ま
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で
、
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き
る
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り
雨
天
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出
す
の
は
避
け
て
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だ
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雨
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は
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透
明
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半
透
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ニ
ー
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袋
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入
れ
て
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入
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な
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よ
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し
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し
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さ
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。
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す
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燃
え
る
ご
み

と
区
別
す
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ボ
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収
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４
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搬
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み
な
さ
ん
は
「
Ｓ
Ｄ
G
ｓ
の
十
七
の

目
標
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
Ｓ
Ｄ

G
ｓ
」
と
は
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
決
め

ら
れ
た
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
達
成
す
べ

き
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
の
こ
と

で
す
。
そ
の
十
七
の
目
標
の
中
に
、

「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
世
界
で
は
、
今
、
こ
の
瞬
間
も
ど
こ

か
で
戦
争
が
起
き
て
い
ま
す
。
小
さ
な

子
供
た
ち
も
争
い
ご
と
や
暴
力
で
、
命

や
家
族
、
家
や
財
産
な
ど
を
う
ば
わ

れ
、
つ
ら
く
悲
惨
な
思
い
を
し
て
い
ま

す
。
も
し
か
し
た
ら
今
、
私
と
同
じ
年

の
子
供
が
、
こ
の
地
球
上
の
ど
こ
か
で

命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
人
類
は
、
遠
い
昔
か
ら
戦

争
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の

人
に
不
幸
を
も
た
ら
す
戦
争
が
、
な

ぜ
、
世
界
か
ら
な
く
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
戦
争
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
誰
が
望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
戦
争
は
「
死
」
そ
の
も
の
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
思
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
小
学
六
年
生
の
夏
休

み
に
あ
る
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
か

ら
で
す
。

　
小
学
六
年
生
の
夏
休
み
、
わ
た
し
は

群
馬
県
の
代
表
の
一
人
と
し
て
平
和
学

習
で
広
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
見

た
も
の
、
聞
い
た
こ
と
は
、
私
の
想
像

を
は
る
か
に
越
え
る
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。

　
世
界
初
の
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
一
九

四
五
年
八
月
六
日
の
八
時
十
五
分
で
止

ま
っ
て
い
る
時
計
。
こ
の
時
計
を
見
た

瞬
間
、
私
は
真
夏
の
暑
い
中
、
鳥
肌
が

立
ち
ま
し
た
。
こ
の
時
計
は
、
被
爆
前

は
し
っ
か
り
動
い
て
た
く
さ
ん
の
人
に

時
刻
を
知
ら
せ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
時
計
を
見
な
が
ら
毎
日
暮
ら
し
て

い
た
人
た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
、
私
は

胸
が
痛
み
、
と
て
も
悲
し
く
切
な
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
被
爆
者
の
話
を
聞
く

機
会
が
あ
り
、
そ
の
方
は
、
こ
う
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
「
授
業
で
人
を

殺
す
練
習
を
し
て
い
た
ん
だ
よ
。
」
そ

の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
私
は
一
瞬
、
意

味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん

は
、
そ
の
よ
う
な
光
景
を
想
像
で
き
ま

す
か
？
私
は
あ
ま
り
の
衝
撃
に
、
夢
に

ま
で
そ
の
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。
と
て
も
恐
ろ
し
い
夢
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
実
際
に
被
爆
し
た
方
々
が

描
い
た
当
時
の
絵
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
生
き
て
い
る
被
爆
者
は
平

均
年
齢
八
十
歳
を
超
え
て
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
そ
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
描
い
た

力
強
い
絵
。
そ
れ
は
ま
る
で
生
き
地
獄

の
よ
う
で
し
た
。
水
を
求
め
て
川
に
折

り
重
な
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
。
こ
の

絵
は
私
に
何
か
を
訴
え
か
け
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
私
は
強
く
衝
撃
を
受
け
こ

ん
な
光
景
は
、
絶
対
に
見
た
く
な
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
考
え
ま
し
た
。
こ
の
地
球
上

か
ら
、
戦
争
を
な
く
す
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
？
そ
し
て
、
今
、
私
達
に

は
、
何
が
で
き
る
の
か
？
「
Ｓ
Ｄ
G

ｓ
」
の
目
標
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
例
も
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て

の
人
に
」
の
具
体
例
に
は
、
「
あ
ら
ゆ

る
場
所
で
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
暴
力
を
大

き
く
減
ら
す
」
と
あ
り
ま
す
。
今
の
自

分
の
力
で
は
、
国
と
国
と
の
戦
争
を
止

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
今

私
が
生
き
て
い
る
場
所
で
、
あ
ら
ゆ
る

形
の
暴
力
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま

す
。
小
さ
な
取
組
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
い
つ
か
大
き
な
戦
争
を
な
く
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
何
万
人
も
の
何
の
罪
も
な
い
尊
い
命

を
一
瞬
に
し
て
奪
い
去
っ
て
い
っ
た
原

爆
。
世
界
唯
一
の
被
爆
国
、
日
本
に
生

き
る
私
達
だ
か
ら
こ
そ
、
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
世
界
が
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
に
、
そ
し
て
、
平
和
な
世
界
が
訪
れ

る
よ
う
に
、
今
、
私
達
が
で
き
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
平
和
へ
の
思
い

を
バ
ト
ン
の
よ
う
に
つ
な
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
私
と
一
緒
に
つ
な
い
で

い
き
ま
せ
ん
か
？

「
平
和
の
バ
ト
ン
に
願
い
を
こ
め
て
」

　
今
年
度
の
「
少
年
の
主
張
」
安
中
市

大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
、
一
般
の
方
は
観

覧
で
き
ま
せ
ん
。

令
和
3
年
度
　第
43
回
「
少
年
の
主
張
」
安
中
市
大
会
　最
優
秀
賞
作
品

「
平
和
の
バ
ト
ン
に
願
い
を
こ
め
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
井
田
東
中
学
校
　二
年
　中
澤
　春
陽

安中市役所　☎027－382－1111

　市民の皆さんの要望に応じて、皆さんが主催する学習の場に、市の行政情報および専門知識を有する職員を、
講師として派遣します。利用方法は次のとおりです。なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、
申込みを受けられない場合や、申込み後に実施できなくなる場合もありますのでご了承ください。
対象▶市内に在住・在勤・在学する人で構成する10人以上の団体
日時▶土日・祝日を除く午前9時（開始時間）から午後9時（終了時間）までの2時間以内
会場▶市内（会場確保および準備は利用者が行ってください）　
講師料▶無料（会場使用料などは除きます）
申込み▶利用予定日の1か月前までに各担当課へ直接お申し込みください（調整の結果、お受けできない場合もあ
ります）。申込書は市ホームページに掲載しています。詳しくは各講座の担当課へお問い合わせください。
備考▶新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、人数や会場の選択など十分に配慮したうえでのご利用をお願
いします。

出前講座のご案内

1.  市の行政情報関連講座 令和4年4月1日現在
No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

29

30

31

32

　　　　講　座　名
市のまちづくり
市の財政状況について
男女共同参画について
選挙のはなし
情報公開のはなし
防犯について
交通安全講座
防災のキホン
戸籍のはなし
悪徳商法対策
国民健康保険のはなし
後期高齢者医療制度のはなし
我が家の固定資産税は
国保税のしくみ
所得にかかる税金のはなし
障害者の福祉サービス
やさしい手話
乳幼児の健康管理
介護保険のしくみ
高齢者福祉サービスについて
成年後見制度について
観光地域づくり
市の環境について
ごみの処理について
都市計画のはなし
水のはなし
わたしたちの市議会
農業委員会について

市の文化財について

市内遺跡発掘調査について

安中市の歴史と人物について

レクリエーション教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
総合計画を基にした基本方針を説明
財政事情と予算について
男女共同参画社会の実現に向けて
選挙のしくみと守るべきルールについて
情報公開制度のしくみについて
防犯対策について
交通安全対策について
災害から命を守るために必要なキホンのお話し
戸籍のしくみについての説明
悪徳商法から自分を守るために
国民健康保険制度について
後期高齢者医療制度について
土地と家屋の固定資産税について
国民健康保険税についてのはなし
給料や年金などの収入にかかる税金について
身体障害者・知的障害者の福祉サービスについて
手話体験
乳幼児の健康管理について
介護保険制度のはなし
介護保険対象サービス以外のサービスについて
判断能力が衰えた方の財産や権利を守る制度について
観光地域づくり（DMO）について
環境への取り組みについて
ごみ処理の仕組みと課題
都市計画の役割・仕組みについて紹介
命とくらしをささえる水
市議会のしくみと役割について
農業委員会の業務とその役割について

国・県・市指定文化財について

遺跡の紹介と考古資料から見た市の歴史について

市の歴史と市に関係する歴史上の人物について紹介

各種軽スポーツの指導

担当課
秘書政策課
財政課
地域創造課
行政課
行政課
危機管理課
危機管理課
危機管理課
市民課
市民課
国保年金課
国保年金課
税務課
税務課
税務課
福祉課
福祉課

健康づくり課
高齢者支援課
高齢者支援課
高齢者支援課
観光経済課
環境政策課
クリーンセンター
都市整備課
上水道工務課
議会事務局
農業委員会
文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
スポーツ課

内線番号
1014
1050
1027
1041
1041
1130
1130
1130
1101
1101
1113
1118
1060
1060
1060
1151
1151
1170
1186
1181
1188
2622
1882
1880
1211
3121
1353
1451

3420

3421

3420

1907

2.  市職員個人による講座
No.
1

　　　　講　座　名
マラソン・ウォーキング教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
マラソン・ウォーキング指導

担当課
農林課

内線番号
2617

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松
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み
な
さ
ん
は
「
Ｓ
Ｄ
G
ｓ
の
十
七
の

目
標
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
Ｓ
Ｄ

G
ｓ
」
と
は
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
決
め

ら
れ
た
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
達
成
す
べ

き
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
の
こ
と

で
す
。
そ
の
十
七
の
目
標
の
中
に
、

「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
世
界
で
は
、
今
、
こ
の
瞬
間
も
ど
こ

か
で
戦
争
が
起
き
て
い
ま
す
。
小
さ
な

子
供
た
ち
も
争
い
ご
と
や
暴
力
で
、
命

や
家
族
、
家
や
財
産
な
ど
を
う
ば
わ

れ
、
つ
ら
く
悲
惨
な
思
い
を
し
て
い
ま

す
。
も
し
か
し
た
ら
今
、
私
と
同
じ
年

の
子
供
が
、
こ
の
地
球
上
の
ど
こ
か
で

命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
人
類
は
、
遠
い
昔
か
ら
戦

争
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の

人
に
不
幸
を
も
た
ら
す
戦
争
が
、
な

ぜ
、
世
界
か
ら
な
く
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
戦
争
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
誰
が
望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
戦
争
は
「
死
」
そ
の
も
の
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
思
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
小
学
六
年
生
の
夏
休

み
に
あ
る
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
か

ら
で
す
。

　
小
学
六
年
生
の
夏
休
み
、
わ
た
し
は

群
馬
県
の
代
表
の
一
人
と
し
て
平
和
学

習
で
広
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
見

た
も
の
、
聞
い
た
こ
と
は
、
私
の
想
像

を
は
る
か
に
越
え
る
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。

　
世
界
初
の
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
一
九

四
五
年
八
月
六
日
の
八
時
十
五
分
で
止

ま
っ
て
い
る
時
計
。
こ
の
時
計
を
見
た

瞬
間
、
私
は
真
夏
の
暑
い
中
、
鳥
肌
が

立
ち
ま
し
た
。
こ
の
時
計
は
、
被
爆
前

は
し
っ
か
り
動
い
て
た
く
さ
ん
の
人
に

時
刻
を
知
ら
せ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
時
計
を
見
な
が
ら
毎
日
暮
ら
し
て

い
た
人
た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
、
私
は

胸
が
痛
み
、
と
て
も
悲
し
く
切
な
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
被
爆
者
の
話
を
聞
く

機
会
が
あ
り
、
そ
の
方
は
、
こ
う
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
「
授
業
で
人
を

殺
す
練
習
を
し
て
い
た
ん
だ
よ
。
」
そ

の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
私
は
一
瞬
、
意

味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん

は
、
そ
の
よ
う
な
光
景
を
想
像
で
き
ま

す
か
？
私
は
あ
ま
り
の
衝
撃
に
、
夢
に

ま
で
そ
の
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。
と
て
も
恐
ろ
し
い
夢
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
実
際
に
被
爆
し
た
方
々
が

描
い
た
当
時
の
絵
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
生
き
て
い
る
被
爆
者
は
平

均
年
齢
八
十
歳
を
超
え
て
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
そ
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
描
い
た

力
強
い
絵
。
そ
れ
は
ま
る
で
生
き
地
獄

の
よ
う
で
し
た
。
水
を
求
め
て
川
に
折

り
重
な
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
。
こ
の

絵
は
私
に
何
か
を
訴
え
か
け
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
私
は
強
く
衝
撃
を
受
け
こ

ん
な
光
景
は
、
絶
対
に
見
た
く
な
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
考
え
ま
し
た
。
こ
の
地
球
上

か
ら
、
戦
争
を
な
く
す
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
？
そ
し
て
、
今
、
私
達
に

は
、
何
が
で
き
る
の
か
？
「
Ｓ
Ｄ
G

ｓ
」
の
目
標
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
例
も
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て

の
人
に
」
の
具
体
例
に
は
、
「
あ
ら
ゆ

る
場
所
で
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
暴
力
を
大

き
く
減
ら
す
」
と
あ
り
ま
す
。
今
の
自

分
の
力
で
は
、
国
と
国
と
の
戦
争
を
止

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
今

私
が
生
き
て
い
る
場
所
で
、
あ
ら
ゆ
る

形
の
暴
力
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま

す
。
小
さ
な
取
組
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
い
つ
か
大
き
な
戦
争
を
な
く
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
何
万
人
も
の
何
の
罪
も
な
い
尊
い
命

を
一
瞬
に
し
て
奪
い
去
っ
て
い
っ
た
原

爆
。
世
界
唯
一
の
被
爆
国
、
日
本
に
生

き
る
私
達
だ
か
ら
こ
そ
、
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
世
界
が
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
に
、
そ
し
て
、
平
和
な
世
界
が
訪
れ

る
よ
う
に
、
今
、
私
達
が
で
き
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
平
和
へ
の
思
い

を
バ
ト
ン
の
よ
う
に
つ
な
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
私
と
一
緒
に
つ
な
い
で

い
き
ま
せ
ん
か
？

「
平
和
の
バ
ト
ン
に
願
い
を
こ
め
て
」

　
今
年
度
の
「
少
年
の
主
張
」
安
中
市

大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
、
一
般
の
方
は
観

覧
で
き
ま
せ
ん
。
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市のまちづくり
市の財政状況について
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選挙のはなし
情報公開のはなし
防犯について
交通安全講座
防災のキホン
戸籍のはなし
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我が家の固定資産税は
国保税のしくみ
所得にかかる税金のはなし
障害者の福祉サービス
やさしい手話
乳幼児の健康管理
介護保険のしくみ
高齢者福祉サービスについて
成年後見制度について
観光地域づくり
市の環境について
ごみの処理について
都市計画のはなし
水のはなし
わたしたちの市議会
農業委員会について

市の文化財について

市内遺跡発掘調査について

安中市の歴史と人物について

レクリエーション教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
総合計画を基にした基本方針を説明
財政事情と予算について
男女共同参画社会の実現に向けて
選挙のしくみと守るべきルールについて
情報公開制度のしくみについて
防犯対策について
交通安全対策について
災害から命を守るために必要なキホンのお話し
戸籍のしくみについての説明
悪徳商法から自分を守るために
国民健康保険制度について
後期高齢者医療制度について
土地と家屋の固定資産税について
国民健康保険税についてのはなし
給料や年金などの収入にかかる税金について
身体障害者・知的障害者の福祉サービスについて
手話体験
乳幼児の健康管理について
介護保険制度のはなし
介護保険対象サービス以外のサービスについて
判断能力が衰えた方の財産や権利を守る制度について
観光地域づくり（DMO）について
環境への取り組みについて
ごみ処理の仕組みと課題
都市計画の役割・仕組みについて紹介
命とくらしをささえる水
市議会のしくみと役割について
農業委員会の業務とその役割について

国・県・市指定文化財について

遺跡の紹介と考古資料から見た市の歴史について

市の歴史と市に関係する歴史上の人物について紹介

各種軽スポーツの指導

担当課
秘書政策課
財政課
地域創造課
行政課
行政課
危機管理課
危機管理課
危機管理課
市民課
市民課
国保年金課
国保年金課
税務課
税務課
税務課
福祉課
福祉課

健康づくり課
高齢者支援課
高齢者支援課
高齢者支援課
観光経済課
環境政策課
クリーンセンター
都市整備課
上水道工務課
議会事務局
農業委員会
文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
スポーツ課

内線番号
1014
1050
1027
1041
1041
1130
1130
1130
1101
1101
1113
1118
1060
1060
1060
1151
1151
1170
1186
1181
1188
2622
1882
1880
1211
3121
1353
1451

3420

3421

3420

1907

2.  市職員個人による講座
No.
1

　　　　講　座　名
マラソン・ウォーキング教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
マラソン・ウォーキング指導

担当課
農林課

内線番号
2617

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松



安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆
フ
リ
マ
サ
イ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
個
人
間
の
取

引
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
自
己
責
任
が
強
く
求
め
ら
れ
る
取
引
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
制
度
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
返
品
に
つ
い
て

は
、
出
品
者
と
の
交
渉
に
な
り
ま
す
。

☆
フ
リ
マ
サ
イ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
場
合

に
は
、
サ
イ
ト
の
利
用
規
約
を
よ
く
読
み
、
禁
止
事
項
や
注
意
点
、
補

償
制
度
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
事
前
に
出
品
者
の
評
価
な

ど
、
信
用
性
を
十
分
に
確
認
し
、
出
品
情
報
の
画
面
や
取
引
相
手
の
情

報
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
代
金
の
支
払
い
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
多
様
な
手
段
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
前
払
い
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
事
例
】

　
8
万
円
相
当
の
ブ
ラ
ン
ド
の
ペ

ン
ダ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
を
5
万
円
で
落

札
し
た
。

　
チ
ェ
ー
ン
を
取
り
付
け
る
た
め

正
規
販
売
店
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
正
規
品
で
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
返
品
を
求
め
た
が
応
じ

て
く
れ
な
い
。

フ
リ
マ
サ
イ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　落
札
し
た
商
品
の
返
品
は
で
き
る
？

1415 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2022年6月1日号安中市役所　☎027－382－1111

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第135回

　
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
に
支
え
合
い
、

尊
重
し
合
っ
て
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

社
会
、
そ
れ
が
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、
一
人
一
人
の

理
解
と
取
組
み
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
、
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

♦
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」
と
は
？

　
無
意
識
の
思
い
込
み
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
日
常
に
あ
ふ
れ
て

い
て
、
過
去
の
経
験
や
見
聞
き
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
誰
も
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
の
一
つ
に
、
性

別
に
よ
る
役
割
分
担
の
思
い
込
み
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
男
性
は
家
庭
よ
り
も
仕
事
を
優
先
す

る
べ
き
だ
」
、
「
育
児
休
業
を
取
得
す
る
の
は
妻

で
あ
る
」
、
「
『
単
身
赴
任
』
と
聞
く
と
父
親
を

思
い
浮
か
べ
る
」
な
ど
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
思
い
込
み
に
は
「
男
性
は
こ
う
あ

る
べ
き
」
「
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
決

め
つ
け
や
押
し
つ
け
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

言
動
は
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
た

り
、
差
別
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
や
生
き
方
の

可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

♦
「
あ
な
た
ら
し
い
」
を
尊
重
す
る

　
今
、
家
族
の
形
態
も
変
化
し
、
生
活
様
式
や
働

き
方
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
生
活

様
式
や
働
き
方
を
希
望
す
る
か
は
一
人
一
人
違
い

ま
す
。
も
し
、
自
ら
の
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
、
性
別
に
よ
る
職
業

の
決
め
つ
け
や
自
ら
の
価
値
観
の
押
し
つ
け
に

な
っ
て
い
な
い
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
相
手

を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を
払
拭
す
る
こ

と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
人
一
人
が

そ
れ
に
気
づ
こ
う
と
意
識
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
社
会
へ
一
歩
ず
つ
近
づ
い
て
い
く
の

で
す
。

♦
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す

　安
中
市
図
書
館
と
松
井
田
図
書
館
で
は
、
6
月

30
日
ま
で
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
冊
お
手
に
取
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

「
あ
な
た
ら
し
い
」
を
築
く
、
「
あ
た
ら
し
い
」
社
会
へ

（
令
和
4
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

－

毎
年
6
月
23
日
〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

－

№191

令和3年度
文化財愛護ポスター

優秀賞
第一中学校（1年）
加部　心菜さん

春季企画展
「文学・芸術の中の安中」
～7月4日（月）まで

ふるさと学習館市民ギャラ
リーで開催中（観覧無料）　

学習の森 生涯学習施設
予約専用電話番号 開通

予約専用電話番号
☎027－388－0038

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp
　　　 【6月の休館日】6/7（火）、6/14（火）、6/21（火）、6/28（火）

武
将
と
安
中

　
今
回
は
歴
史
上
の
有
名
人
と
安
中
の
関
わ
り

を
作
品
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
安
土
桃
山
時
代
の
武
将
・
前
田
慶
次
は
、
関

ケ
原
合
戦
後
に
米
沢
30
万
石
へ
移
封
さ
れ
た
上

杉
家
を
追
い
、
伏
見
か
ら
中
仙
道
・
奥
州
街
道

を
通
っ
て
米
沢
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
道
中

の
様
子
を
綴
っ
た
も
の
が
『
前
田
慶
次
道
中
日

記
』
で
す
。
途
中
、
坂
本
宿（
近
世
の
坂
本
宿

と
は
異
な
る
）に
泊
ま
り
、
そ
こ
で
出
会
っ
た

女
性
の
容
貌
や
、
坂
本
宿
の
様
子
を
事
細
か
に

書
き
記
し
て
お
り
、
慶
次
の
持
つ
観
察
力
の
高

さ
や
文
化
人
と
し
て
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
独
眼
竜
で
知
ら
れ
る
武
将
・
伊
達
政
宗
は
、

碓
氷
峠
を
通
っ
た
お
り
に
「
夏
木
立
　
花
ハ
ウ

ス
イ
ノ
　
峠
カ
ナ
」
と
詠
っ
て
い
ま
す
。
仙
台

藩
公
式
藩
史
『
貞
山
公
治
家
記
録
』
に
よ
る

と
、
「
慶
長
十
九
年
四
月
四
日
条
に
政
宗
の
娘

婿
・
松
平
忠
輝（
徳
川
家
康
の
六
男
）の
居
城
、

越
後
高
田
城
の
築
城
に
向
か
う
道
中
で
碓
氷
峠

を
越
え
発
句
し
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
暦
の
4
月
は
現
在
だ
と
5
月
頃
に
あ
た
り
、

政
宗
の
目
に
は
木
々
が
青
々
と
茂
り
花
も
咲
く

夏
の
碓
氷
峠
の
風
景
が
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

主
従
の
出
会
い
⑵

「
こ
こ
で
商
売
す
る
ん
じ
ゃ

ね
え
と
言
っ
た
だ
ろ
！
」

　
茶
屋
の
店
主
が
小
僧
を
殴

り
つ
け
る
と
、
小
僧
が
売
っ

て
い
た
菓
子
が
あ
た
り
へ
飛

び
散
る
。
す
る
と
飛
び
出
し

て
き
た
犬
が
む
し
ゃ
む
し
ゃ

と
食
い
始
め
て
、
と
て
も
売

り
物
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
不
憫
に
思
っ
た
恒
川
は
、

犬
の
食
っ
た
分
ま
で
、
だ
め

に
な
っ
た
ま
ん
じ
ゅ
う
の
代

金
を
小
僧
に
与
え
て
や
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
で
父
や
母
が
助
か
り
ま

す
。
お
礼
に
お
泊
ま
り
の
お

宿
ま
で
お
荷
物
を
持
た
せ
て

く
だ
さ
い
」

　
と
、
小
僧
。
恒
川
は
構
わ

な
い
か
ら
帰
れ
と
断
る
が
、

従
者
の
藤
蔵
が
口
を
挟
ん
だ
。

「
旦
那
さ
ま
、
ど
う
せ
こ
の

小
僧
は
手
ぶ
ら
で
帰
る
の
で

す
か
ら
荷
物
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う
。
お
い
、
小
僧
。
こ

の
包
み
に
は
大
事
な
書
き
付

け
と
形
見
と
、
大
根
の
味
噌

漬
け
が
入
っ
て
い
る
。
大
事

に
持
て
」

「
え
っ
、
大
根
の
味
噌
漬
け

で
ご
ざ
い
ま
す
か
」

「
じ
い
さ
ん
、
お
代
は
こ
こ

に
お
く
よ
。
旦
那
様
、
い
ま

手
ぬ
ぐ
い
を
お
持
ち
し
ま
す

か
ら
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

　
聞
き
返
し
た
小
僧
を
気
に

留
め
る
間
も
な
く
、
藤
蔵
は

包
み
を
縁
台
に
置
い
て
勘
定

を
済
ま
せ
た
り
主
人
の
世
話

を
焼
い
た
り
、
忙
し
く
出
立

の
支
度
を
始
め
る
。
す
る
と

小
僧
が
包
み
を
つ
か
ん
で
脱

兎
の
ご
と
く
逃
げ
だ
し
た
。

「
あ
っ
、
御
伝
書
！
」

「
追
え
、
藤
蔵
！
」

　
包
み
に
は
恒
川
が
恩
師
の

木
曾
川
成
瀬
か
ら
授
か
っ
た

柳
生
流
の
伝
書
が
入
っ
て
い

る
。
逃
げ
る
小
僧
に
追
う
藤

蔵
、
や
っ
と
の
思
い
で
追
い

つ
い
た
藤
蔵
は
、
小
僧
を
ね

じ
伏
せ
て
拳
で
殴
り
つ
け
た
。

「
こ
い
つ
め
！
」

　
す
る
と
物
音
を
聞
い
て
、

あ
ば
ら
家
か
ら
四
十
過
ぎ
の

女
が
乳
飲
み
子
を
抱
い
て
飛

び
出
し
て
き
た
。

「
あ
あ
、
ど
う
か
お
や
め
く

だ
さ
い
。
う
ち
の
子
が
ど
ん

な
粗
相
を
い
た
し
ま
し
た
か
。

ま
だ
子
ど
も
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
殴
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
ま
し
…
…
」（
つ
づ
く
）

後開榛名梅香 連載 第2回
おくれざきはるなのうめがか 作：三遊亭円朝（1839～1900）　編集：学習の森

※学習の森で紹介のために編集したもので、原文とは異なります

ま
え
だ

け
い
じ

だ
　
て

て
い
ざ
ん
こ
う
ち
か
き
ろ
く

ま
つ
だ
い
ら
た
だ
て
る

ま
さ
む
ね

つ
ね
か
わ

と
う
ぞ
う

き
そ
が
わ
な
る
せ ご

で
ん
し
ょ

や
ぎ
ゅ
う
り
ゅ
う

落
札

6月1日（水）から、
生涯学習施設【予約
専用電話番号】が開
通します。生涯学習
施設のご予約やお問
い合わせはこちらの
番号へおかけくださ
い。
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オ
フ
の
制
度
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
返
品
に
つ
い
て

は
、
出
品
者
と
の
交
渉
に
な
り
ま
す
。

☆
フ
リ
マ
サ
イ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
場
合

に
は
、
サ
イ
ト
の
利
用
規
約
を
よ
く
読
み
、
禁
止
事
項
や
注
意
点
、
補

償
制
度
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
事
前
に
出
品
者
の
評
価
な

ど
、
信
用
性
を
十
分
に
確
認
し
、
出
品
情
報
の
画
面
や
取
引
相
手
の
情

報
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
代
金
の
支
払
い
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
多
様
な
手
段
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
前
払
い
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
事
例
】

　
8
万
円
相
当
の
ブ
ラ
ン
ド
の
ペ

ン
ダ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
を
5
万
円
で
落

札
し
た
。

　
チ
ェ
ー
ン
を
取
り
付
け
る
た
め

正
規
販
売
店
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
正
規
品
で
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
返
品
を
求
め
た
が
応
じ

て
く
れ
な
い
。

フ
リ
マ
サ
イ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　落
札
し
た
商
品
の
返
品
は
で
き
る
？

1415 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2022年6月1日号安中市役所　☎027－382－1111

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第135回

　
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
に
支
え
合
い
、

尊
重
し
合
っ
て
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

社
会
、
そ
れ
が
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、
一
人
一
人
の

理
解
と
取
組
み
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
、
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

♦
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」
と
は
？

　
無
意
識
の
思
い
込
み
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
日
常
に
あ
ふ
れ
て

い
て
、
過
去
の
経
験
や
見
聞
き
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
誰
も
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
の
一
つ
に
、
性

別
に
よ
る
役
割
分
担
の
思
い
込
み
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
男
性
は
家
庭
よ
り
も
仕
事
を
優
先
す

る
べ
き
だ
」
、
「
育
児
休
業
を
取
得
す
る
の
は
妻

で
あ
る
」
、
「
『
単
身
赴
任
』
と
聞
く
と
父
親
を

思
い
浮
か
べ
る
」
な
ど
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
思
い
込
み
に
は
「
男
性
は
こ
う
あ

る
べ
き
」
「
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
決

め
つ
け
や
押
し
つ
け
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

言
動
は
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
た

り
、
差
別
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
や
生
き
方
の

可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

♦
「
あ
な
た
ら
し
い
」
を
尊
重
す
る

　
今
、
家
族
の
形
態
も
変
化
し
、
生
活
様
式
や
働

き
方
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
生
活

様
式
や
働
き
方
を
希
望
す
る
か
は
一
人
一
人
違
い

ま
す
。
も
し
、
自
ら
の
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
、
性
別
に
よ
る
職
業

の
決
め
つ
け
や
自
ら
の
価
値
観
の
押
し
つ
け
に

な
っ
て
い
な
い
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
相
手

を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を
払
拭
す
る
こ

と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
人
一
人
が

そ
れ
に
気
づ
こ
う
と
意
識
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
社
会
へ
一
歩
ず
つ
近
づ
い
て
い
く
の

で
す
。

♦
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す

　安
中
市
図
書
館
と
松
井
田
図
書
館
で
は
、
6
月

30
日
ま
で
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
冊
お
手
に
取
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

「
あ
な
た
ら
し
い
」
を
築
く
、
「
あ
た
ら
し
い
」
社
会
へ

（
令
和
4
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

－

毎
年
6
月
23
日
〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

－

№191

令和3年度
文化財愛護ポスター

優秀賞
第一中学校（1年）
加部　心菜さん

春季企画展
「文学・芸術の中の安中」
～7月4日（月）まで

ふるさと学習館市民ギャラ
リーで開催中（観覧無料）　

学習の森 生涯学習施設
予約専用電話番号 開通

予約専用電話番号
☎027－388－0038

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp
　　　 【6月の休館日】6/7（火）、6/14（火）、6/21（火）、6/28（火）

武
将
と
安
中

　
今
回
は
歴
史
上
の
有
名
人
と
安
中
の
関
わ
り

を
作
品
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
安
土
桃
山
時
代
の
武
将
・
前
田
慶
次
は
、
関

ケ
原
合
戦
後
に
米
沢
30
万
石
へ
移
封
さ
れ
た
上

杉
家
を
追
い
、
伏
見
か
ら
中
仙
道
・
奥
州
街
道

を
通
っ
て
米
沢
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
道
中

の
様
子
を
綴
っ
た
も
の
が
『
前
田
慶
次
道
中
日

記
』
で
す
。
途
中
、
坂
本
宿（
近
世
の
坂
本
宿

と
は
異
な
る
）に
泊
ま
り
、
そ
こ
で
出
会
っ
た

女
性
の
容
貌
や
、
坂
本
宿
の
様
子
を
事
細
か
に

書
き
記
し
て
お
り
、
慶
次
の
持
つ
観
察
力
の
高

さ
や
文
化
人
と
し
て
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
独
眼
竜
で
知
ら
れ
る
武
将
・
伊
達
政
宗
は
、

碓
氷
峠
を
通
っ
た
お
り
に
「
夏
木
立
　
花
ハ
ウ

ス
イ
ノ
　
峠
カ
ナ
」
と
詠
っ
て
い
ま
す
。
仙
台

藩
公
式
藩
史
『
貞
山
公
治
家
記
録
』
に
よ
る

と
、
「
慶
長
十
九
年
四
月
四
日
条
に
政
宗
の
娘

婿
・
松
平
忠
輝（
徳
川
家
康
の
六
男
）の
居
城
、

越
後
高
田
城
の
築
城
に
向
か
う
道
中
で
碓
氷
峠

を
越
え
発
句
し
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
暦
の
4
月
は
現
在
だ
と
5
月
頃
に
あ
た
り
、

政
宗
の
目
に
は
木
々
が
青
々
と
茂
り
花
も
咲
く

夏
の
碓
氷
峠
の
風
景
が
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

主
従
の
出
会
い
⑵

「
こ
こ
で
商
売
す
る
ん
じ
ゃ

ね
え
と
言
っ
た
だ
ろ
！
」

　
茶
屋
の
店
主
が
小
僧
を
殴

り
つ
け
る
と
、
小
僧
が
売
っ

て
い
た
菓
子
が
あ
た
り
へ
飛

び
散
る
。
す
る
と
飛
び
出
し

て
き
た
犬
が
む
し
ゃ
む
し
ゃ

と
食
い
始
め
て
、
と
て
も
売

り
物
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
不
憫
に
思
っ
た
恒
川
は
、

犬
の
食
っ
た
分
ま
で
、
だ
め

に
な
っ
た
ま
ん
じ
ゅ
う
の
代

金
を
小
僧
に
与
え
て
や
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
で
父
や
母
が
助
か
り
ま

す
。
お
礼
に
お
泊
ま
り
の
お

宿
ま
で
お
荷
物
を
持
た
せ
て

く
だ
さ
い
」

　
と
、
小
僧
。
恒
川
は
構
わ

な
い
か
ら
帰
れ
と
断
る
が
、

従
者
の
藤
蔵
が
口
を
挟
ん
だ
。

「
旦
那
さ
ま
、
ど
う
せ
こ
の

小
僧
は
手
ぶ
ら
で
帰
る
の
で

す
か
ら
荷
物
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う
。
お
い
、
小
僧
。
こ

の
包
み
に
は
大
事
な
書
き
付

け
と
形
見
と
、
大
根
の
味
噌

漬
け
が
入
っ
て
い
る
。
大
事

に
持
て
」

「
え
っ
、
大
根
の
味
噌
漬
け

で
ご
ざ
い
ま
す
か
」

「
じ
い
さ
ん
、
お
代
は
こ
こ

に
お
く
よ
。
旦
那
様
、
い
ま

手
ぬ
ぐ
い
を
お
持
ち
し
ま
す

か
ら
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

　
聞
き
返
し
た
小
僧
を
気
に

留
め
る
間
も
な
く
、
藤
蔵
は

包
み
を
縁
台
に
置
い
て
勘
定

を
済
ま
せ
た
り
主
人
の
世
話

を
焼
い
た
り
、
忙
し
く
出
立

の
支
度
を
始
め
る
。
す
る
と

小
僧
が
包
み
を
つ
か
ん
で
脱

兎
の
ご
と
く
逃
げ
だ
し
た
。

「
あ
っ
、
御
伝
書
！
」

「
追
え
、
藤
蔵
！
」

　
包
み
に
は
恒
川
が
恩
師
の

木
曾
川
成
瀬
か
ら
授
か
っ
た

柳
生
流
の
伝
書
が
入
っ
て
い

る
。
逃
げ
る
小
僧
に
追
う
藤

蔵
、
や
っ
と
の
思
い
で
追
い

つ
い
た
藤
蔵
は
、
小
僧
を
ね

じ
伏
せ
て
拳
で
殴
り
つ
け
た
。

「
こ
い
つ
め
！
」

　
す
る
と
物
音
を
聞
い
て
、

あ
ば
ら
家
か
ら
四
十
過
ぎ
の

女
が
乳
飲
み
子
を
抱
い
て
飛

び
出
し
て
き
た
。

「
あ
あ
、
ど
う
か
お
や
め
く

だ
さ
い
。
う
ち
の
子
が
ど
ん

な
粗
相
を
い
た
し
ま
し
た
か
。

ま
だ
子
ど
も
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
殴
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
ま
し
…
…
」（
つ
づ
く
）

後開榛名梅香 連載 第2回
おくれざきはるなのうめがか 作：三遊亭円朝（1839～1900）　編集：学習の森

※学習の森で紹介のために編集したもので、原文とは異なります

ま
え
だ

け
い
じ

だ
　
て

て
い
ざ
ん
こ
う
ち
か
き
ろ
く

ま
つ
だ
い
ら
た
だ
て
る

ま
さ
む
ね

つ
ね
か
わ

と
う
ぞ
う

き
そ
が
わ
な
る
せ ご

で
ん
し
ょ

や
ぎ
ゅ
う
り
ゅ
う

落
札

6月1日（水）から、
生涯学習施設【予約
専用電話番号】が開
通します。生涯学習
施設のご予約やお問
い合わせはこちらの
番号へおかけくださ
い。
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1
0
0
歳

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　次
の
皆
さ
ん
が
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
が

　
　
　
　
　決
ま
り
ま
し
た

　4
月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱

を
受
け
、
須
藤
俊
夫
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員

に
就
任（
再
任
）し
ま
し
た
。

　人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
月
の
人
権
相

談
や
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、

人
権
問
題
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い（
日
程
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
市
民
相
談
室

（
☎
内
線
1
2
0
7
）

新
築
・
増
築
家
屋
の

　
　
　
　
　調
査
に
つ
い
て

　令
和
4
年
1
月
2
日
か
ら
令
和
5
年
1
月

1
日
ま
で
に
新
築
・
増
築
し
た
家
屋
を
対
象

に
、
来
年
2
月
下
旬
ま
で
家
屋
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
工
事
が
完
了
し
た
家
屋
の
調

査
日
に
つ
い
て
都
合
の
よ
い
日
時
を
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

※
訪
問
す
る
職
員
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
伺
い
ま
す

※
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
「
家
屋
滅
失

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
家
屋
滅
失
届

は
□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
で
も
申
請
で

き
ま
す
）

問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
内
線
1
0
7
0
）

市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に

　係
わ
る
事
前
申
請
の
ご
案
内

　令
和
4
年
度
の
安
中
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
に
つ
い
て
、
利
用
手
続
に
必
要
な
事

前
申
請
の
期
日
は
6
月
17
日（
金
）で
す
。
早

め
に
事
前
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　そ
の
他
、
補
助
要
件
、
諸
手
続
な
ど
の
詳

細
内
容
は
、
窓
口
も
し
く
は
、
お
し
ら
せ
版

あ
ん
な
か
5
月
15
日
号
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
す
で
に
着
工
ま
た
は
完
成
し
て
い
る
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
は
対
象
外
で
す

※
補
助
金
の
交
付
は
交
付
年
度
に
関
係
な

く
、
申
請
者
お
よ
び
住
宅
に
つ
き
、
1
回
限

り
で
す

問
合
せ
▼

□本 

建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
内
線
1
2
5
5
）

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

　
　
　
　現
況
届
に
つ
い
て

　児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
毎
年

6
月
に
届
出
義
務
の
あ
る
「
現
況
届
」
の
提

出
が
、
一
部
の
人
を
除
き
不
要
と
な
り
ま

す
。　な

お
、
提
出
が
必
要
な
人
へ
は
現
況
届
用

紙
を
6
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
▼
6
月
30
日（
木
）ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策

と
し
て
返
信
用
封
用
を
同
封
し
て
い
ま
す

提
出
書
類
▼
現
況
届

（
6
月
上
旬
に
対
象
者
あ
て
に
郵
送
）

※
申
立
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す

※
公
務
員
は
勤
務
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
▼

　詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
制
度
改
正
に
伴
い
、
『
児
童
手
当
制
度
変

更
の
お
知
ら
せ
』
を
受
給
者
あ
て
に
郵
送
し

ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い

受
付
・
問
合
せ
▼

□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
1
1
6
4
）

□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
2
1
5
3
）

国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ

　国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ

し
て
加
入
し
、
税
金
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛

金
を
積
立
て
、
老
後
に
、
よ
り
充
実
し
た
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
な
年
金

で
す
。

特
徴

・
掛
金
が
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

・
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

・
受
け
取
る
年
金
は
、
終
身
が
基
本
で
一
生

変
動
し
ま
せ
ん
。

・
亡
く
な
っ
た
時
は
、
遺
族
に
一
時
金
が
支

払
わ
れ
ま
す（
遺
族
保
証
の
な
い
プ
ラ
ン
も

選
べ
ま
す
）。

・
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で
一
定
で
す
。

途
中
で
口
数
の
増
減
も
可
能
で
す
。

加
入
条
件

・
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者（
定
額
納

付
者
に
限
る
）

・
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者（
60
〜
65
歳
未

満
の
人
や
海
外
在
住
者
）

※
付
加
保
険
と
の
同
時
加
入
は
で
き
ま
せ
ん

問
合
せ
▼

全
国
国
民
年
金
基
金
　群
馬
支
部

（
☎
0
1
2
0

－

6
5

－

4
1
9
2
）

INFORMATION市民

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
293
70

363

男 
240
64

304

女    
21,719
6,189

27,908

男    
21,201
5,912

27,113
合　計 55,688人  世帯数 24,801 （令和4年4月末日現在）

下村 共子 さん
（原市）

小田中 花子 さん
（松井田町新堀）

地域おこし協力隊
活動報告 Vol.41

　秋間梅林で活動している黛若葉です。
　昨年10月から協力隊として活動し始め、気づいたら
梅林祭シーズンが始まり、あっという間に終わっていき
ました。今年の梅林祭では、農家さんが経営する食堂の
お手伝いをメインに活動し、秋間地区のみなさんと協力
して「あきまくるくる」という不要品交換会のイベント
も開催しました。コロナ禍でお客様が来るか不安な中で
準備しましたが、多くの人にお越しいただき本当に嬉し
かったです。
　3月に梅林祭が終わり、
その後、梅もぎの準備とし
て剪定枝の片付けや草刈り
などを行いました。消毒を
する畑もありますが、私は
無農薬の梅作りにも挑戦し
ます。他の梅の産地との差
別化も含め、梅の可能性を
広げていけるようにチャレ
ンジを続けていきます。

▲公式SNS

須藤俊夫さん
（再任）

　「広報あんなか」に子ど
もの写真とコメントを掲載
してみませんか。詳しい内
容は、市ホームページをご
覧ください。

あんなか
スマイルキッズ！

佐藤　光流 ちゃん
さとう ひかる

か
わ
い
い
笑
顔
の
ひ
か
ち
ゃ
ん

毎
日
幸
せ
を
あ
り
が
と
う

大
き
く
な
っ
て
ね

秋場　朔乃 ちゃん
あきば さくの

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。

▲4月28日、市は観光振興などを推進するため、
国の制度を活用し、株式会社エイチ・アイ・エス
と民間人材の受入れの協定を締結しました。
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1
0
0
歳

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　次
の
皆
さ
ん
が
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
が

　
　
　
　
　決
ま
り
ま
し
た

　4
月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱

を
受
け
、
須
藤
俊
夫
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員

に
就
任（
再
任
）し
ま
し
た
。

　人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
月
の
人
権
相

談
や
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、

人
権
問
題
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い（
日
程
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
市
民
相
談
室

（
☎
内
線
1
2
0
7
）

新
築
・
増
築
家
屋
の

　
　
　
　
　調
査
に
つ
い
て

　令
和
4
年
1
月
2
日
か
ら
令
和
5
年
1
月

1
日
ま
で
に
新
築
・
増
築
し
た
家
屋
を
対
象

に
、
来
年
2
月
下
旬
ま
で
家
屋
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
工
事
が
完
了
し
た
家
屋
の
調

査
日
に
つ
い
て
都
合
の
よ
い
日
時
を
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

※
訪
問
す
る
職
員
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
伺
い
ま
す

※
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
「
家
屋
滅
失

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
家
屋
滅
失
届

は
□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
で
も
申
請
で

き
ま
す
）

問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
内
線
1
0
7
0
）

市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に

　係
わ
る
事
前
申
請
の
ご
案
内

　令
和
4
年
度
の
安
中
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
に
つ
い
て
、
利
用
手
続
に
必
要
な
事

前
申
請
の
期
日
は
6
月
17
日（
金
）で
す
。
早

め
に
事
前
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　そ
の
他
、
補
助
要
件
、
諸
手
続
な
ど
の
詳

細
内
容
は
、
窓
口
も
し
く
は
、
お
し
ら
せ
版

あ
ん
な
か
5
月
15
日
号
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
す
で
に
着
工
ま
た
は
完
成
し
て
い
る
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
は
対
象
外
で
す

※
補
助
金
の
交
付
は
交
付
年
度
に
関
係
な

く
、
申
請
者
お
よ
び
住
宅
に
つ
き
、
1
回
限

り
で
す

問
合
せ
▼

□本 

建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
内
線
1
2
5
5
）

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

　
　
　
　現
況
届
に
つ
い
て

　児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
毎
年

6
月
に
届
出
義
務
の
あ
る
「
現
況
届
」
の
提

出
が
、
一
部
の
人
を
除
き
不
要
と
な
り
ま

す
。　な

お
、
提
出
が
必
要
な
人
へ
は
現
況
届
用

紙
を
6
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
▼
6
月
30
日（
木
）ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策

と
し
て
返
信
用
封
用
を
同
封
し
て
い
ま
す

提
出
書
類
▼
現
況
届

（
6
月
上
旬
に
対
象
者
あ
て
に
郵
送
）

※
申
立
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す

※
公
務
員
は
勤
務
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
▼

　詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
制
度
改
正
に
伴
い
、
『
児
童
手
当
制
度
変

更
の
お
知
ら
せ
』
を
受
給
者
あ
て
に
郵
送
し

ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い

受
付
・
問
合
せ
▼

□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
1
1
6
4
）

□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
2
1
5
3
）

国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ

　国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ

し
て
加
入
し
、
税
金
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛

金
を
積
立
て
、
老
後
に
、
よ
り
充
実
し
た
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
な
年
金

で
す
。

特
徴

・
掛
金
が
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

・
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

・
受
け
取
る
年
金
は
、
終
身
が
基
本
で
一
生

変
動
し
ま
せ
ん
。

・
亡
く
な
っ
た
時
は
、
遺
族
に
一
時
金
が
支

払
わ
れ
ま
す（
遺
族
保
証
の
な
い
プ
ラ
ン
も

選
べ
ま
す
）。

・
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で
一
定
で
す
。

途
中
で
口
数
の
増
減
も
可
能
で
す
。

加
入
条
件

・
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者（
定
額
納

付
者
に
限
る
）

・
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者（
60
〜
65
歳
未

満
の
人
や
海
外
在
住
者
）

※
付
加
保
険
と
の
同
時
加
入
は
で
き
ま
せ
ん

問
合
せ
▼

全
国
国
民
年
金
基
金
　群
馬
支
部

（
☎
0
1
2
0

－

6
5

－

4
1
9
2
）

INFORMATION市民

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
293
70

363

男 
240
64

304

女    
21,719
6,189

27,908

男    
21,201
5,912

27,113
合　計 55,688人  世帯数 24,801 （令和4年4月末日現在）

下村 共子 さん
（原市）

小田中 花子 さん
（松井田町新堀）

地域おこし協力隊
活動報告Vol.41

　秋間梅林で活動している黛若葉です。
　昨年10月から協力隊として活動し始め、気づいたら
梅林祭シーズンが始まり、あっという間に終わっていき
ました。今年の梅林祭では、農家さんが経営する食堂の
お手伝いをメインに活動し、秋間地区のみなさんと協力
して「あきまくるくる」という不要品交換会のイベント
も開催しました。コロナ禍でお客様が来るか不安な中で
準備しましたが、多くの人にお越しいただき本当に嬉し
かったです。
　3月に梅林祭が終わり、
その後、梅もぎの準備とし
て剪定枝の片付けや草刈り
などを行いました。消毒を
する畑もありますが、私は
無農薬の梅作りにも挑戦し
ます。他の梅の産地との差
別化も含め、梅の可能性を
広げていけるようにチャレ
ンジを続けていきます。

▲公式SNS

須藤俊夫さん
（再任）

　「広報あんなか」に子ど
もの写真とコメントを掲載
してみませんか。詳しい内
容は、市ホームページをご
覧ください。

あんなか
スマイルキッズ！ か

わ
い
い
笑
顔
の
ひ
か
ち
ゃ
ん

毎
日
幸
せ
を
あ
り
が
と
う

大
き
く
な
っ
て
ね

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。

▲4月28日、市は観光振興などを推進するため、
国の制度を活用し、株式会社エイチ・アイ・エス
と民間人材の受入れの協定を締結しました。
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お
も
し
ろ
科
学
教
室
を

　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
す

　
工
作
し
な
が
ら
の
教

室
で
、
遊
び
感
覚
で
科

学
の
原
理
が
学
べ
ま

す
。
科
学
に
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
・
内
容
▼

下
表
の
と
お
り

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

※
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口

ま
た
は
電
話
で
受
付

場
所
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

3
階
　
大
会
議
室

参
加
費
▼

5
0
0
円
程
度

（
材
料
費
に
よ
り
変
動
あ
り
）

対
象
者
▼
小
学
生

（
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具

※
以
前
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
お

も
し
ろ
科
学
教
室
会
員
証
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
ノ
ー
ト
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
▼

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
3
8
1

－

0
5
8
6
）

　スマイル棟の多目的室では、子どもから大人まで誰で
も無料で自由に楽しめるワークショップ（体験型工作教
室）を開催しています。メニューは月替わりで、６月はプ
ラバン制作のほか、新たにカラフルしおりづくりなども
楽しめます（予定）。ぜひ遊びに来てください。スマイル
パークが利用者さんの日常に彩りを加えられるよう、多
世代で遊んで学べるイベントなど、これからも楽しいこ
とづくりに挑戦していきます。
※ワークショップは占用利用（貸館予約）のない日に開催

しています
◇イベントスケジュール：予定（運営事務局主催）
・6月11日（土） 「カードゲームでSDGsを学ぼう」
・6月24日（金） 元気のレシピ　～猫クリップを作ろう～
・毎週金曜日　午前9時～　「ラジオ体操」
・毎月第2、第4土曜日　午前10時～   「竹細工教室」
※各イベントの詳細などについては、

お問い合わせください
※新型コロナウイルス感染症の影響に

より、中止や内容変更となる場合が
あります
問合せ▼
あんなかスマイルパーク

（☎380－2525）

Vol.9通信
認
知
症
に
つ
い
て
話
せ
る

「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
、
認
知
症
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
人

な
ど
が
集
ま
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
認
知

症
に
つ
い
て
の
悩
み
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、

専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
す
る

場
で
す
。

　
今
回
は
座
談
会
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
行

い
ま
す
。

日
時
▼

６
月
17
日（
金
）午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
▼
□松 

営
農
指
導
室

参
加
費
▼
無
料

対
象
者
▼
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
で
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
９
５
）

地
域
振
興
調
整
費
補
助
金

　高
崎
行
政
県
税
事
務
所
で
は
、
高
崎
安
中

の
地
域
活
動
団
体
な
ど
が
新
た
に
実
施
す
る

地
域
の
振
興
お
よ
び
活
性
化
を
図
る
事
業
な

ど
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
▼

商
工
会
・
観
光
協
会
・
自
治
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど

対
象
事
業
▼

次
の
事
業
で
年
度
内
に
事
業
終
了
す
る
も
の

○
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
や
観
光
を
振

興
す
る
事
業

○
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
資
す

る
事
業

○
交
流
や
移
住
を
促
進
す
る
事
業

○
地
域
学
習
お
よ
び
連
携
を
推
進
す
る
事
業

○
そ
の
他
、
こ
の
補
助
金
の
活
用
が
効
果
的

で
あ
る
と
高
崎
行
政
県
税
事
務
所
が
認
め

る
事
業

補
助
金
額
▼

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

（
上
限
額
50
万
円
）

※
先
着
順
で
受
付
け
、
予
算
額
に
到
達
次

第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す

そ
の
他
▼

　
希
望
す
る
団
体
は
、
申
請
前
に
必
ず
高
崎

行
政
県
税
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

高
崎
行
政
県
税
事
務
所

（
☎
３
２
２

－

４
６
８
１
）

認
知
症
を
知
ろ
う

　
　
　〜
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〜

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
手
助

け
を
し
て
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
で
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
感
染
症
予
防
の
た
め
、
会
場
出
入
り
の
際

の
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
は
自
宅
で
の
体
温
測
定
を
行
い
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
の
参
加
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

日
時
▼

６
月
24
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
▼
安
中
市
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）大
広
間

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
15
人（
先
着
順
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具

申
込
期
間
▼
６
月
８
日（
水
）午
前
９
時
〜

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
９
３
）

6
月
1
日
か
ら

　個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
す

　
令
和
4
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
が

6
月
1
日（
水
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
5
月
下
旬
に
緑
色
の
封
筒
で
「
受
診
券
」

を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
案
内
を
見
て
個

別
健
診
ま
た
は
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
を
選

ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

リ
ス
ク
の
高
い
人
な
ど
に
対
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
支
援（
特
定
保
健
指
導
）な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

※
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
下
記
を
ご
覧

く
だ
さ
い

※
集
団
健
診
は
8
月
2
日（
火
）か
ら
始
ま
り

ま
す

問
合
せ
▼

□本 

国
保
年
金
課
国
保
係

（
☎
内
線
1
1
1
3
）

　今月の手話「おはよう」の表現を紹介します。
　「朝」という手話と「あいさつ」という手話を順に表
すと「おはよう」という単語になります。

解説
こぶしをこめかみ付近にお
き、そのまま下へおろす。
これは、枕からおきあがる様
子を表したもの。

解説
両手の人差し指を立てて向か
い合わせに置き折り曲げま
す。
これは、人と人が向かい合い
お辞儀をしている様子を表し
ています。

（安中市 保健福祉部長）
　　　　　　　　　動画でご覧になれます▶
問合せ▶□本 福祉課障害福祉係（☎内線1154）

手話コーナー　vol.2

「朝」

「あいさつ」

【特定保健指導】
　特定健康診査を受診し、特定保健指導の対象と見込まれた人に対して、健診受診当日に、特定保健指導の
初回面接を実施しています。健診当日に実施することで、後日お越しいただく手間を省けます。
※健診時初回面接ができなかった人には、従来どおり後日利用券を郵送します。

健診同時タイプ

特定健診 初回面接 電話 評価レター

健診結果通知後 3か月後

無理なくできる目標を考えます 目標の確認をします 手紙の返信で終了です目標を実践

　　　日　時
7月16日（土）
午前9時30分～正午
8月20日（土）
午前9時30分～正午

　　 内　容
ふしぎなステンド
グラスを作ろう
万華鏡の秘密を
さぐろう

申込開始日
6月1日（水）
午前9時～
7月1日（金）
午前9時～
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お
も
し
ろ
科
学
教
室
を

　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
す

　
工
作
し
な
が
ら
の
教

室
で
、
遊
び
感
覚
で
科

学
の
原
理
が
学
べ
ま

す
。
科
学
に
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
・
内
容
▼

下
表
の
と
お
り

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

※
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口

ま
た
は
電
話
で
受
付

場
所
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

3
階
　
大
会
議
室

参
加
費
▼

5
0
0
円
程
度

（
材
料
費
に
よ
り
変
動
あ
り
）

対
象
者
▼
小
学
生

（
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具

※
以
前
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
お

も
し
ろ
科
学
教
室
会
員
証
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
ノ
ー
ト
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
▼

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
3
8
1

－

0
5
8
6
）

　スマイル棟の多目的室では、子どもから大人まで誰で
も無料で自由に楽しめるワークショップ（体験型工作教
室）を開催しています。メニューは月替わりで、６月はプ
ラバン制作のほか、新たにカラフルしおりづくりなども
楽しめます（予定）。ぜひ遊びに来てください。スマイル
パークが利用者さんの日常に彩りを加えられるよう、多
世代で遊んで学べるイベントなど、これからも楽しいこ
とづくりに挑戦していきます。
※ワークショップは占用利用（貸館予約）のない日に開催

しています
◇イベントスケジュール：予定（運営事務局主催）
・6月11日（土） 「カードゲームでSDGsを学ぼう」
・6月24日（金） 元気のレシピ　～猫クリップを作ろう～
・毎週金曜日　午前9時～　「ラジオ体操」
・毎月第2、第4土曜日　午前10時～   「竹細工教室」
※各イベントの詳細などについては、

お問い合わせください
※新型コロナウイルス感染症の影響に

より、中止や内容変更となる場合が
あります
問合せ▼
あんなかスマイルパーク

（☎380－2525）

Vol.9通信
認
知
症
に
つ
い
て
話
せ
る

「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
、
認
知
症
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
人

な
ど
が
集
ま
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
認
知

症
に
つ
い
て
の
悩
み
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、

専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
す
る

場
で
す
。

　
今
回
は
座
談
会
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
行

い
ま
す
。

日
時
▼

６
月
17
日（
金
）午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
▼
□松 

営
農
指
導
室

参
加
費
▼
無
料

対
象
者
▼
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
で
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
９
５
）

地
域
振
興
調
整
費
補
助
金

　高
崎
行
政
県
税
事
務
所
で
は
、
高
崎
安
中

の
地
域
活
動
団
体
な
ど
が
新
た
に
実
施
す
る

地
域
の
振
興
お
よ
び
活
性
化
を
図
る
事
業
な

ど
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
▼

商
工
会
・
観
光
協
会
・
自
治
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど

対
象
事
業
▼

次
の
事
業
で
年
度
内
に
事
業
終
了
す
る
も
の

○
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
や
観
光
を
振

興
す
る
事
業

○
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
資
す

る
事
業

○
交
流
や
移
住
を
促
進
す
る
事
業

○
地
域
学
習
お
よ
び
連
携
を
推
進
す
る
事
業

○
そ
の
他
、
こ
の
補
助
金
の
活
用
が
効
果
的

で
あ
る
と
高
崎
行
政
県
税
事
務
所
が
認
め

る
事
業

補
助
金
額
▼

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

（
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限
額
50
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円
）

※
先
着
順
で
受
付
け
、
予
算
額
に
到
達
次

第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す

そ
の
他
▼

　
希
望
す
る
団
体
は
、
申
請
前
に
必
ず
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崎
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政
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に
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だ
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。
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３
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認
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ー
養
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座
〜

　
認
知
症
サ
ポ
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タ
ー
と
は
、
認
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症
を
正

し
く
理
解
し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
手
助

け
を
し
て
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
で
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
感
染
症
予
防
の
た
め
、
会
場
出
入
り
の
際

の
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
は
自
宅
で
の
体
温
測
定
を
行
い
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
の
参
加
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

日
時
▼

６
月
24
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
▼
安
中
市
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）大
広
間

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
15
人（
先
着
順
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具

申
込
期
間
▼
６
月
８
日（
水
）午
前
９
時
〜
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せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
９
３
）

6
月
1
日
か
ら

　個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
す

　
令
和
4
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
が

6
月
1
日（
水
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
5
月
下
旬
に
緑
色
の
封
筒
で
「
受
診
券
」

を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
案
内
を
見
て
個

別
健
診
ま
た
は
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
を
選

ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

リ
ス
ク
の
高
い
人
な
ど
に
対
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
支
援（
特
定
保
健
指
導
）な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

※
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
下
記
を
ご
覧

く
だ
さ
い

※
集
団
健
診
は
8
月
2
日（
火
）か
ら
始
ま
り

ま
す

問
合
せ
▼

□本 

国
保
年
金
課
国
保
係

（
☎
内
線
1
1
1
3
）

　今月の手話「おはよう」の表現を紹介します。
　「朝」という手話と「あいさつ」という手話を順に表
すと「おはよう」という単語になります。

解説
こぶしをこめかみ付近にお
き、そのまま下へおろす。
これは、枕からおきあがる様
子を表したもの。

解説
両手の人差し指を立てて向か
い合わせに置き折り曲げま
す。
これは、人と人が向かい合い
お辞儀をしている様子を表し
ています。

（安中市 保健福祉部長）
　　　　　　　　　動画でご覧になれます▶
問合せ▶□本 福祉課障害福祉係（☎内線1154）

手話コーナー　vol.2

「朝」

「あいさつ」

【特定保健指導】
　特定健康診査を受診し、特定保健指導の対象と見込まれた人に対して、健診受診当日に、特定保健指導の
初回面接を実施しています。健診当日に実施することで、後日お越しいただく手間を省けます。
※健診時初回面接ができなかった人には、従来どおり後日利用券を郵送します。

健診同時タイプ

特定健診 初回面接 電話 評価レター

健診結果通知後 3か月後

無理なくできる目標を考えます 目標の確認をします 手紙の返信で終了です目標を実践

　　　日　時
7月16日（土）
午前9時30分～正午
8月20日（土）
午前9時30分～正午

　　 内　容
ふしぎなステンド
グラスを作ろう
万華鏡の秘密を
さぐろう

申込開始日
6月1日（水）
午前9時～
7月1日（金）
午前9時～



行　　事　　名

● 第64回水道週間（～7日）
● 体育施設利用者調整会議（7～9月）
　・旧安中市屋外施設□ス 18:30～
　・旧松井田町屋内外施設□松 
　　18:30～
● 体育施設利用者調整会議（7～9月）
　・旧安中市屋内施設□ス 18:30～
● 家庭教育カウンセリング講座①
　文化センター　13:30～15:30

● 久保井戸浄水場　施設見学会
　10:00～15:00
● 第2回安中市議会定例会
　開会（予定）9:30～

● 体育施設利用者（7月～9月）
　一般受付開始
● 第2回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座②
　文化センター　10:00～12:00
● 第2回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00～

日
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4
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7
8
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日
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26
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行　　事　　名
● アマビエ チャリティコンサート
　文化センター　ホール　13:30～
● 第2回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00～

● 第2回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00～
● 第2回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座③
　文化センター　10:00～12:00

● 第2回安中市議会定例会
　閉会（予定）9:00～

● 家庭教育カウンセリング講座④
　文化センター　10:00～12:00

● 舞踊発表会（入場無料）
　文化会館　大ホール
　開場12:00　開演12:30

曜日
月

火
水
木

金
土
日
月
火
水
木

金

土
日
月
火
水
木
金

日
27

28
29
30

1
2
3
4
5
6
7

8

9
10
11
12
13
14
15

行　　事　　名
● 第7回農業委員会総会
　□本　　201会議室　13:30～

● 家庭教育カウンセリング講座⑤
　文化センター　10:00～12:00

● 家庭教育カウンセリング講座⑥
　文化センター　10:00～12:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑦
　文化センター　10:00～12:00

● 夏の県民交通安全運動（～20日）

6 月
曜日

水

木

金

土
日

月

火
水

木

金

土

7 月

あんなかスマイルパーク　6/7・14・21・28　7/5・12
恵みの湯　　　　　　6/7・21　7/5
峠の湯　　　　　　　6/14・28　7/12
鉄道文化むら　　　　6/7・14・21・28　7/5・12
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　6/7・14・21・28・30※
　　　　　　　　　　7/5・12
文化会館　　　　　　6/6・13・20・27・30
　　　　　　　　　　7/4・11
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください

碓氷川熱帯植物園　6/7・14・21・28　7/5・12
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 6/6・13※・20・27※
 7/4・11※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 6/7・14・21・28
　 7/5・6※・7※・12
いきいき長寿センター 6/6・13・20・27
 7/4・11

行事カレンダー 6 月１日 ▼7 月１５日

（6月1日～7月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

6　 月 7 　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18
20・21・22
23・25・5
9・2 4・3
16・19・6
1 2・2・7
1 5・8・4
13・1・17
14・26・18
10・11・22
20・21・5
23・25・3

9・2 4・6
16・19・7
1 2・2・4
15・8・17
13・1・18
14・26・22
10・11・5
20・21・3
23・25・6
9・2 4・7
16・19・4
12・2・17
15・8・18
13・1・22
14・26・5

10・11・3
20・21・6
23・25・7
9・2 4・4
16・19・17
12・2・18
15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

安中市役所　☎027－382－1111

休館のご案内

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月
１日は県民交通安全日です

※新型コロナウイルスの影響で中止に
なる場合があります

　市民課
休日窓口開設日
6月5日・19日　7月3日
午前８時30分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

相 談 案 内 6 月１日 ▼7 月１５日

要電話予約　権利擁護センター（☎382－8397）地域福祉支援センター
6/3　7/1　13 時 30 分～15 時 30 分成年後見制度専門職相談

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 6/2・16　7/7　 9 時～ 11 時 30 分
□松  6/6　7/4　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/7　7/5　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
　　　　　　□本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談
（安中出張サポートステーション）

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談 【特設開設日】□本　　 ・□松  6/1  13 時 30 分～ 16 時
□松  7/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分 □本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 6/3・17　7/1・15　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター
6/9　7/14　9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 6/2　7/13　13 時～ 16 時

※首相官邸ホームページの情報を加工して作成



行　　事　　名

● 第64回水道週間（～7日）
● 体育施設利用者調整会議（7～9月）
　・旧安中市屋外施設□ス 18:30～
　・旧松井田町屋内外施設□松 
　　18:30～
● 体育施設利用者調整会議（7～9月）
　・旧安中市屋内施設□ス 18:30～
● 家庭教育カウンセリング講座①
　文化センター　13:30～15:30

● 久保井戸浄水場　施設見学会
　10:00～15:00
● 第2回安中市議会定例会
　開会（予定）9:30～

● 体育施設利用者（7月～9月）
　一般受付開始
● 第2回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座②
　文化センター　10:00～12:00
● 第2回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00～
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行　　事　　名
● アマビエ チャリティコンサート
　文化センター　ホール　13:30～
● 第2回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00～

● 第2回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00～
● 第2回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座③
　文化センター　10:00～12:00

● 第2回安中市議会定例会
　閉会（予定）9:00～

● 家庭教育カウンセリング講座④
　文化センター　10:00～12:00

● 舞踊発表会（入場無料）
　文化会館　大ホール
　開場12:00　開演12:30
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水
木

金
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日
月
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日
月
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水
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行　　事　　名
● 第7回農業委員会総会
　□本　　201会議室　13:30～

● 家庭教育カウンセリング講座⑤
　文化センター　10:00～12:00

● 家庭教育カウンセリング講座⑥
　文化センター　10:00～12:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑦
　文化センター　10:00～12:00

● 夏の県民交通安全運動（～20日）

6 月
曜日

水

木

金

土
日

月

火
水

木

金

土

7 月

あんなかスマイルパーク　6/7・14・21・28　7/5・12
恵みの湯　　　　　　6/7・21　7/5
峠の湯　　　　　　　6/14・28　7/12
鉄道文化むら　　　　6/7・14・21・28　7/5・12
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　6/7・14・21・28・30※
　　　　　　　　　　7/5・12
文化会館　　　　　　6/6・13・20・27・30
　　　　　　　　　　7/4・11
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください

碓氷川熱帯植物園　6/7・14・21・28　7/5・12
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 6/6・13※・20・27※
 7/4・11※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 6/7・14・21・28
　 7/5・6※・7※・12
いきいき長寿センター 6/6・13・20・27
 7/4・11

行事カレンダー 6 月１日 ▼7 月１５日

（6月1日～7月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

6　 月 7 　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18
20・21・22
23・25・5
9・2 4・3
16・19・6
1 2・2・7
1 5・8・4
13・1・17
14・26・18
10・11・22
20・21・5
23・25・3

9・2 4・6
16・19・7
1 2・2・4
15・8・17
13・1・18
14・26・22
10・11・5
20・21・3
23・25・6
9・2 4・7
16・19・4
12・2・17
15・8・18
13・1・22
14・26・5

10・11・3
20・21・6
23・25・7
9・2 4・4
16・19・17
12・2・18
15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

安中市役所　☎027－382－1111

休館のご案内

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月
１日は県民交通安全日です

※新型コロナウイルスの影響で中止に
なる場合があります

　市民課
休日窓口開設日
6月5日・19日　7月3日
午前８時30分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

相 談 案 内 6 月１日 ▼7 月１５日

要電話予約　権利擁護センター（☎382－8397）地域福祉支援センター
6/3　7/1　13 時 30 分～15 時 30 分成年後見制度専門職相談

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 6/2・16　7/7　 9 時～ 11 時 30 分
□松  6/6　7/4　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/7　7/5　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
　　　　　　□本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談
（安中出張サポートステーション）

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談 【特設開設日】□本　　 ・□松  6/1  13 時 30 分～ 16 時
□松  7/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分 □本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 6/3・17　7/1・15　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター
6/9　7/14　9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 6/2　7/13　13 時～ 16 時

※首相官邸ホームページの情報を加工して作成
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申込み・問合せ▶　生涯学習課社会教育係（☎内線2243）

6 1

安中市公式SNSをご利用ください。

松

豊
か
で
魅
力
あ
る

　
　元
気
な
安
中
市
へ

　成
人
年
齢
引
下
げ
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
成
人
式

の
名
称
が
「
安
中
市
二
十
歳
の
集
い
」
に
変
更
に
な

り
ま
す
。
思
い
出
に
残
る
式
典
を
自
分
た
ち
の
手
で

創
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
人
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

内
容
▼

企
画
運
営
、
当
日
の
司
会
、
二
十
歳
の
意
見
発
表
な

ど
、
当
日
の
ほ
か
数
回
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
会
議
へ

の
参
加（
第
1
回
目
は
8
月
中
旬
開
催
を
予
定
）

対
象
･
定
員
▼

平
成
14
年
4
月
2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
市
内
在
住
者
ま
た
は
本
市
出
身
者
か
ら
10
人
程
度

※
令
和
4
年（
2
0
2
2
年
）4
月
1
日
か
ら
成
人
年

齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

市
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
を
対
象
年
齢
と
し
ま

す申
込
期
限
▼
7
月
8
日（
金
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

そ
の
他
▼

○
昨
年
度
の
成
人
式
の
様
子
が
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

開
催
内
容
が
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
十
歳
の
集
い
：
令
和
5
年
1
月
8
日（
日
）

①
午
前
の
部（
対
象
学
校
区
：
安
中
小
学
校
、
碓
東
小
学
校
、

　秋
間
小
学
校
、
東
横
野
小
学
校
、
松
井
田
北
中
学
校
）

　受
付
：
午
前
9
時
〜

　式
典
：
午
前
9
時
40
分
〜

②
午
後
の
部（
対
象
学
校
区
：
原
市
小
学
校
、
磯
部
小
学
校
、

　後
閑
小
学
校
、
松
井
田
東
中
学
校
、
松
井
田
南
中
学
校
）

　受
付
：
午
後
1
時
〜

　式
典
：
午
後
1
時
40
分
〜

令
和
5
年
「
二
十
歳
の
集
い
」

　
　
　
　
　開
催
ス
タ
ッ
フ
募
集

あ
ん
な
か
し

は
　た
　ち

つ
ど

▲令和4年成人式新成人スタッフ

広　告 広　告

広　告 広　告


